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節
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イ

バ

ー
ス
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ス
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表
現
内
容
規
制

第
一
節
ア
ダ
ル
ト
コ
ン
テ
ン
ツ

一
通
信
品
位
法

(の
り
〉
)
連
邦
最
高
裁
判
決

二

通
信
品
位
法
ち
り
と
以
降
の
連
邦
法
に
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憲
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三
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憲
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五
五
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)
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上
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本
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)
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的
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ダ
ル
ト
コ
ン
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損
的
表
現
、
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的
表
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つ
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表
現
が
、
サ
イ
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ス
ペ
ー
ス
上
に
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お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
(
司
法
・
立
法
に
お
い
て
)
対
処
さ
れ
て
き
た
の
か
を
見
て
み
た
い
。
第
一
章
で
見
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
三
つ
の
類

型
に
属
す
る
表
現
は
、

い
ず
れ
も
、
「
二
段
階
ア
プ
ロ
ー
チ
」
な
い
し
コ
一
元
論
」
が
認
め
て
き
た
二
つ
の
極
の
う
ち
、
憲
法
上
保
障
が
及

ば
な
い
「
段
階
」
な
い
し
「
次
元
」
で
あ
る
か
、
そ
う
で
は
な
く
と
も
、
そ
の
周
囲
に
存
在
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
上
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
類
型
に
属
す
る
表
現
に
対
す
る
規
制
が
、

(少
な
く
と
も
)
現
在
の
中

心
的
問
題
と
な

っ
て
お
り
、
ま
た
、
そ
の
解
決
方
策
い
か
ん
が
サ
イ
バ
ー
ス

ペ
ー
ス
の
将
来
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
を
大
き
く
左
右
す
る
可
能

性
が
高
い
と
い
え
る
。
特
に
、
リ
ア
ル
ス
ペ
ー
ス
上
で
最
も
「
蹟
末
な
」
位
置
づ
け
し
か
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
ア
ダ
ル
ト
コ
ン
テ
ン
ツ

へ
の
対
処
が
、
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
全
体
を
最
も
大
き
く
左
右
す
る
も
の
で
あ
る
の
は
、
あ
る
意
味
皮
肉
で
あ
ろ
う
。

ア
ダ
ル
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
が
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
命
運
を
握
っ
て
い
る
の
は
、
名
誉
段
損
的
表
現
や
差
別
的
表
現
と

比
べ
て
、
(
表
現
さ
れ
て
い
る
文
脈
を
意
識
せ
ず
に
)
「
コ

l
ド
」
が
「
機
械
的
に
」
判
断
可
能
で
あ
る
と
い
う
事
情
も
あ
る
が
、
こ
の
点
を

ひ
と
ま
ず
置
く
と
し
て
も
、

ア
ダ
ル
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
規
制
へ
の
対
処
い
か
ん
が
、
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
命
運
を
最
も

サイパースペースと表現の自由 (3) 

大
き
く
左
右
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
点
は
、
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
一
節

ア
ダ
ル
ト
コ
ン
テ
ン
ツ

通
信
品
位
法
(
の
り
と
連
邦
最
高
裁
判
決

(I
)
 

一
九
九
六
年
通
信
法

(叶刊
-
R
O
B
E
S
-
E
C
Oロ
〉
口
円
。
ご
遣
。
)
の
署

(3
)
 

一
九
九
六
年
通
信
法
の
一
部
に
は
、
通
信
品
位
法
(
の
og
g
Z
2
2
5
5
U
2
2ミ
〉
2
ゅ
の
り
と
と
呼
ば
れ
る
、

未
成
年
に
対

E--
の
-
5
8ロ
)
大
統
領
は
、

一
九
九
六
年
二
月
八
日
、

ヴ
ノ
川
ノ
、
/
L
t
、
/

(2
)
 

名
を
行
っ
た
。
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説

し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て
、
故
意
に
、
わ
い
せ
つ
な

(
o
z
n
g
m
)
、
下
品
な

(
g
a
m
B
E
)
、
明
ら
か
に
不
快
な
(
宮
E

(4
)
 

お
E
q
o同
時
四

E
Z白
)
通
信
を
作
成
し
送
信
す
る
こ
と
を
禁
じ
る
条
項
(
第
V
編
第
五
O
二
条
)
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
迷
惑
電

(
5
)
 

話
規
制
の
た
め
に
置
か
れ
て
い
た
さ
ピ
・
ω・。・
0
N
出
を
修
正
し
、
編
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
通
信
品
位
法
(
の
り
〉
)
に
対
し
て
は
、
大

(6
)
 

統
領
の
署
名
後
、
直
ち
に
訴
訟
が
提
起
さ
れ
、

一
九
九
七
年
六
月
二
六
日
に
は
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
東
部
地
区
連
邦
地
裁
に
引
き
続
き
、
連

(7
)
 

邦
最
高
裁
に
お
い
て
も
違
憲
判
断
が
下
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
、
連
邦
最
高
裁
判
決
以
降
を
検
討
素
材
と
す
る
。

三ぷ弘、
民間

[
ニ
法
廷
意
見
{
n
b
-

政
府
に
よ
る
跳
躍
上
告
の
後
、
審
理
を
行
っ
て
き
た
連
邦
最
高
裁
は
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
東
部
地
区
連
邦
地
裁
決
定
に
お
け
る
、
ス
ロ
ヴ
イ

(9
)
 

タ
l
(
U
o
-
0
5目
白
o
i
g円
)
裁
判
長
に
よ
る
個
別
意
見
の
リ
l
ズ
ニ
ン
グ
に
従
う
形
で
、
の
り
〉
を
違
憲
と
す
る
判
断
を
下
し
た
。
こ
の
最
高

裁
判
決
は
違
憲
審
査
基
準
と
し
て
厳
格
審
査
基
準
(
田
百
三
田
口

E
g『
)
を
採
用
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
表
現
に
対
し
て
、
最
も
手

厚
い
保
障
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
厳
格
審
査
基
準
の
採
用
は
七
人
の
裁
判
官
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
、
こ
の
七
人
か
ら
な
る
法
廷
意
見
は
、

。
。
〉
が
有
害
な
表
現
か
ら
子
ど
も
を
守
る
と
い
う
政
府
利
益
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
認
め
る
も
の
の
、
そ
の
規
制
は
、

憲
法
上
保
障

さ
れ
た
表
現
に
対
し
て
非
常
に
過
重
な
負
担
を
課
す
も
の
で
あ
り
、
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
の
大
部
分
を
焼
き
尽
く
し
て
し
ま
う
お
そ
れ

が
あ
る
」
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

(a)
メ
デ
ィ
ア
特
性
分
析

(
ゆ
)

法
廷
意
見
は
、
連
邦
最
高
裁
の
三
つ
の
判
決
を
総
合
的
に
考
慮
す
れ
ば
合
憲
で
あ
る
と
の
政
府
の
立
場
を
斥
け
た
後
で
、
新
し
い
マ
ス
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
を
規
制
す
る
際
の
判
断
手
法
と
し
て
用
い
ら
れ
る
、
メ
デ
ィ
ア
特
性
分
析

(
g
a
z
gE名
2
5
n
白
E
q
g
)
を
用
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(
日
)

い
て
判
断
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
今
ま
で
、
第
一
修
正
に
よ
る
表
現
の
自
由
が
、
よ
り
低
い
程
度
で
し
か
保
障
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
電

波
メ
デ
ィ
ア
と
の
対
比
に
お
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
保
障
範
囲
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

法
廷
意
見
は
、
メ
デ
ィ
ア
特
性
分
析
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
①
(
メ
デ
ィ
ア
の
)
稀
少
性
、
②
(
家
庭
へ
の
)
侵
害
性

(5
〈
邑
〈

g
g)、

③
規
制
の
伝
統
、
の
三
つ
を
電
波
メ
デ
ィ
ア
が
有
す
る
特
性
と
し
た
う
え
で
、
こ
れ
ら
の
特
性
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
有
す
る
か
否
か
で
判

断
し
よ
う
と
す
る
。
ま
ず
、
第
一
の
稀
少
性
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
稀
少
性
は
電
波
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
の
み
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
(
他
の
メ
デ
ィ
ア
と
比
べ
て
)
か
な
り
の
程
度
に
お
い
て
無
制
限
な
メ
デ
ィ
ア
で
あ
り
、
低
コ
ス
ト
で
行
う
こ
と
が

(ロ)

で
き
る
」
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
特
性
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
と
判
断
し
た
。
第
二
の
侵
害
性
に
つ
い
て
は
、

ω与
庁

内

og'

(日
)

(

H

H

)

5
5
R
2
5
5
え
の
釦
E
F
5
3
〈
・
同
り
の
の
に
お
い
て
問
題
と
な
っ
た
電
話
(
に
よ
る
有
料
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
)
と
の
類
似
性
を
指
摘
し
た
う
え
で
、

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ユ

l
ザ
が
、
偶
然
に
問
題
と
な
る
よ
う
な
表
現
に
遭
遇
す
る
こ
と
は
め
っ
た
に
な
く
、
ま
た
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の

サイパースペースと表現の自由 (3) 

よ
う
な
メ
デ
ィ
ア
と
は
異
な
り
、
ダ
イ
ヤ
ル
を
回
す
こ
と
以
上
の
積
極
的
な

一
連
の
動
作
が
要
求
さ
れ
る
」
こ
と
か
ら
、
侵
害
性
の
要
件
も

(日
)

満
た
さ
な
い
と
す
る
。
そ
し
て
、
第
三
の
規
制
の
伝
統
に
つ
い
て
も
、
連
邦
最
高
裁
は
、
「
非
常
に
民
主
的
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
あ
る
イ
ン
タ
ー

(凶
)

ネ
ッ
ト
は
、
電
波
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
課
せ
ら
れ
て
き
た
政
府
に
よ
る
監
督
、
規
制
に
服
し
て
き
で
い
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
電
波
メ
デ
ィ
ア
が
有
し
て
き
た
と
さ
れ
る

(
メ
デ
ィ
ア
の
)
稀
少
性
、
(
家
庭
へ
の
)
侵
害
性
、

規
制
の
伝
統
、
と
い
う
三
つ
の
特
性
の
い
ず
れ
を
も
有
し
な
い
た
め
に
、
電
波
メ
デ
ィ
ア
と
同
様
に
、
低
い
レ
ベ
ル
で
の
第
一
修
正
の
保
障

(
げ
)

で
十
分
で
あ
る
と
す
る
政
府
の
立
場
は
支
持
で
き
な
い
と
判
示
し
た
の
で
あ
る
。

(
b
)
厳
格
審
査
基
準

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
連
邦
最
高
裁
は
、
連
邦
地
裁
と
同
様
に
(
電
波
メ
デ
ィ
ア
以
外
の
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
採
用
さ
れ
て
き
た
)
厳
格

北法55(3・129)1035



説

審
査
基
準
を
採
用
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
基
準
は
、
の
り
〉
が
、

や
む
に
や
ま
れ
ぬ
政
府
利
益

(
85
宮
百
諸
問
。

5
5
g
g
E
5
8
5
2
)
に
仕

え
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
、
最
も
制
限
的
で
な
い
手
段
を
用
い
て
立
法
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
精
密
に
調
整
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
否
か
、

論

の
二
点
か
ら
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
最
終
的
に
、
連
邦
最
高
裁
は
、
の
り
〉
の
立
法
目
的
の
部
分
に
つ
い
て
は
承
認
し
た
も
の
の
、
達

成
手
段
に
つ
い
て
は
、
条
文
の
陵
昧
性
令
指

5
5訟
)
及
び
過
度
広
汎
性
(
。
〈
刊
号
お
邑
号
)
か
ら
み
て
も
精
密
に
調
整
さ
れ
た
も
の
と
は
い

(時
)

ゆ
え
に
違
憲
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

え
ず
、

以
下
、

暖
昧
性
及
び
過
度
広
汎
性
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
、
こ
の
点
を
敷
延
し
た
い
。
連
邦
最
高
裁
は
、
「
憲
法
上
保
障
さ
れ
る
表
現
に

(ゆ
)

対
す
る
制
約
は
、
そ
の
規
制
立
法
が
非
常
に
注
意
深
く
規
制
さ
れ
た
場
合
」
に
の
み
許
さ
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
後
で
、
の
り
〉
は
、
ま
さ
に

こ
の
点
に
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
法
律
の
文
言
を
精
密
に
調
整
す
る
こ
と
を
議
会
が
怠
っ
た
が
た
め
に
、
非
常
に
規
定
が
暖
昧

で
、
厳
格
審
査
基
準
を
パ
ス
で
き
な
い
法
律
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
連
邦
最
高
裁
は
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
特
に
、
連
邦
最
高
裁
は
、
「
下

(
初
)

品
」
と
「
明
ら
か
に
不
快
」
の
二
つ
の
用
語
を
規
定
す
る
際
の
一
貫
性
の
欠
如
に
着
目
し
、
両
者
の
関
係
は
不
明
確
で
あ
り
、
ま
た
、
両
者

と
も
定
義
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
よ
う
な
非

一
貫
性
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ユ

l
ザ
に
対
し
て
、
起
訴
さ
れ
る
か
も

し
れ
な
い
と
の
疑
念
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
疑
念
は
、
の
り
〉
が
有
害
な
表
現
か
ら
未
成
年
を
守
る
と
い
う
連
邦
議
会

の
意
図
し
た
目
的
に
注
意
深
く
調
整
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
の
仮
定
を
打
ち
崩
す
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
の
り
〉
は
、

ユ
ー
ザ

に
対
し
て
間
違
い
な
く
委
縮
的
効
果
(
口
E
E諸
島
町
三
)
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
が
厳
格
審
査
基
準
を
パ
ス
で
き
な
い
証
左
で

あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。

連
邦
最
高
裁
は
、
暖
味
性
の
問
題
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
過
度
広
汎
性
の
問
題
に
つ
い
て
も
重
視
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
法
廷

意
見
は
、
表
現
に
対
し
て
不
必
要
に
大
き
な
規
制
を
課
さ
ず
に
立
法
目
的
を
達
成
で
き
る
よ
う
に
、
連
邦
議
会
は
法
律
を
制
定
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
先
程
と
同
様
に
強
調
し
、
今
回
、
問
題
と
な

っ
て
い
る
の
り
〉
に
関
し
て
は
、
「
表
現
の
自
由
に
対
す
る
全
面
的
な
規
制

北法55(3・130)1036



を
盛
り
込
ん
だ
法
律
を
制
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
立
法
府
が
本
来
、
果
た
す
べ
き
役
割
を
果
た
し
て
い
な
い
」
と
批
判
し
た
。
過
度
広
汎

性
に
つ
い
て
は
、
①
大
人
間
の
憲
法
上
保
障
さ
れ
た
権
利
を
侵
害
す
る
点
、
お
よ
び
、
②
表
現
の
広
い
範
囲
に
適
用
さ
れ
る
点
、
に
お
い
て

明
ら
か
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
連
邦
最
高
裁
に
よ
れ
ば
、
①
の
点
に
つ
い
て
は
、
下
品
な
表
現
に
対
し
て

(事
実
上
)
全
面
的
な
規
制
を
課

(幻
)

す
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
結
果
と
し
て
大
人
が
表
現
し
、
あ
る
い
は
、
受
け
取
る
表
現
が
子
ど
も
と
同
レ
ベ
ル
と
な
っ
て
し
ま
い
、

②
の
点
で
は
、

Q
E宮
お
判
決
や
司

3
m
g
判
決
で
問
題
と
な
っ
た
規
制
と
は
異
な
り
、
の
り
〉
が
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ス
ピ
ー
チ

(n
)
 

名

gny)
や
営
利
組
織

(
8
5
5
R
n
E
g
E
g
)
に
対
し
て
の
み
規
制
を
課
す
も
の
で
は
な
い
結
果
と
し
て
、
ウ
エ
ブ
上
の
教
育
情
報
を
提

供
す
る
非
営
利
組
織
か
ら
電
子
メ

l
ル
で
自
分
の
子
ど
も
に
性
教
育
に
関
す
る
情
報
を
送
る
親
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
カ

l
ド
・
カ
タ
ロ
グ
を

(855qnp色

提
供
し
て
い
る
、

カ
ー
ネ
ギ
ー
図
書
館

(ngm加
お
ロ

gq)
に
至
る
ま
で
法
規
制
の
網
が
か
ぶ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
よ
う
な

過
度
広
汎
性
を
も
考
慮
に
入
れ
る
と
、
の
り
〉
は
精
密
に
調
整
さ
れ
た
も
の
と
は
い
え
ず
、
厳
格
審
査
基
準
を
パ
ス
で
き
な
い
文
面
上
違
憲

(お
)

な
も
の
で
あ
る
と
も
し
た
の
で
あ
る
。

サイパースペースと表現の自由 (3) 

，.......， 

] 

一
部
同
意

一
部
反
対
意
見

オ
コ
ナ

1

3

g己
5

0
ミ
0
・の
O
ロロ
O
『
)
裁
判
官
は
、
レ
ー
ン
ク
イ
ス
ト

(M
)
 

一
部
反
対
意
見
を
書
い
た
。
オ
コ
ナ
l
意
見
の
特
徴
は
、
の
り
〉
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
「
ア
ダ
ル
ト
・
ゾ

l
ン
」
を
設
定
す
る
ゾ

l
ニ

(ヨロ
-
s
z-FFEz-2)首
席
裁
判
官
と
と
も
に
、

一
部
同
意
・

ン
グ
立
法
で
あ
る
と
見
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
立
場
に
立
っ
て
、
オ
コ
ナ
l
裁
判
官
は
、
一
つ
の
条
項
(
二
二
三
条

ωω
倒
)
は

違
憲
で
あ
り
、
そ
し
て
、
他
の
二
つ
の
条
項
(
一
一二
三
条

ωωω
及
び
二
二
三
条
例
川
倒
)
は
、
あ
る
状
況
下
で
適
用
さ
れ
る
限
り
に
お
い

て
違
憲
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
オ
コ
ナ
l
裁
判
官
は
、
ゾ
l
ニ
ン
グ
立
法
を
許
容
し
て
い
た
連
邦
最
高
裁
の
判
例
を
検
討
し
、
①
当
該
表
現

へ
の
大
人
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
を
過
度
に
制
限
し
な
い
こ
と
、
②
禁
じ
ら
れ
た
表
現
を
見
た
り
読
ん
だ
り
す
る
第
一

修
正
の
権
利
を
未
成
年
が

北法55(3・131)1037 



説

の
二
つ
の
基
準
を
パ
ス
す
れ
ば
、
ゾ
l
ニ
ン
グ
立
法
が
許
さ
れ
る
と
の
理
解
を
示
し
た
。
そ
し
て
、
旦
ハ
体
的
に
、
こ

有
し
て
い
な
い
こ
と
、

子ム
H問

の
基
準
を
当
て
は
め
た
結
果
、
(
未
成
年
が
利
用
可
能
な
方
法
で
明
ら
か
に
不
快
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
画
像
等
の
表
示
を
行
っ
た
者
を
罰
す
る
)

二
二
三
条

ωω倒
は
、
基
準
の
第

一
の
部
分
を
満
た
さ
な
い
が
ゆ
え
に
違
憲
で
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
、
次
が
、
法
廷
意
見
と
結
論
の
異
な

る
点
で
あ
る
が
、
(
未
成
年
の
特
定
の
者
に
明
ら
か
に
不
快
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
画
像
等
を
故
意
に
送
信
す
る
者
を
罰
す
る
)

二
二
三
条

ωω

凶
及
び
(
受
信
者
が
未
成
年
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
故
意
に
わ
い
せ
つ
・
な
あ
る
い
は
下
品
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
画
像
等
を
送
信
す
る
者
を

罰
す
る
)
二
二
三
条
例

ω倒
は
、
あ
る
状
況
下
に
お
い
て
の
み
、
基
準
の
第
一
の
部
分
を
満
た
さ
ず
、
違
憲
で
あ
る
と
し
た
。
こ
の
あ
る
状

況
下
と
は
、
送
信
者
側
に
お
い
て
、
受
信
者
が
大
人
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
場
合
と
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
子
ど
も
も
い
る
か
も
知
れ
な
い

と
の
認
識
を
持
っ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
オ

コ
ナ
l
裁
判
官
は
、
送
信
者
側
に
お
い
て
、

受
信
者
が
全
員
未
成
年
で
あ
る
こ
と

(お
)

を
知
っ
て
い
て
送
信
を
行
っ
た
者
を
罰
す
る
規
定
は
、
合
憲
的
に
適
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

通
信
品
位
法
ち
り
と
以
降
の
連
邦
法
に
対
す
る
違
憲
判
断

以
上
の
よ
う
に
、
連
邦
最
高
裁
は
の
り
〉
に
対
し
て
違
憲
判
断
を
下
し
た
が
、
そ
の
直
後
に
は
、
「
信
頼
で
き
る
玄
関
宮
)
技
術
と
レ
イ
テ
イ

シ
グ
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
、
確
実
に
、
サ
イ
バ

ー
ス
ペ

ー
ス
上
の
赤
線
区
域
(
円

a
z
m
z
e号
吉
)
に
立
ち
入
れ
な
く
な
る

だ
ろ
う
」
と
の
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
の
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
が
出
さ
れ
、
違
憲
判
決
後
の
(
表
現
内
容
規
制
に
対
す
る
)
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の

(お
)

方
針
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
今
ま
で
の
法
律
に
よ
る
源
泉
規
制
に
代
わ
っ
て
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
は
、
表
現
の
自
由
と
い
う
憲
法
上

の
価
値
と
両
立
す
る
形
で
、
(
子
ど
も
に
と
っ
て
)
不
適
切
な
表
現
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
に
、
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
な
い
し

(

幻

)

(

お

)

(

m

U

)

レ
イ
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
採
用
す
る
と
い
う
、
蛇
口
規
制
へ
と
方
針
を
転
換
し
た
。
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し
か
し
、
連
邦
議
会
は
、
従
来
型
の
源
泉
規
制
に
こ
だ
わ
り
を
見
せ
つ
づ
け
た
た
め
、
以
降
の
立
法
は
、
蛇
口
規
制
と
源
泉
規
制
の
両
方

を
含
む
も
の
と
な
っ
た
。

[
二
子
ど
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
保
護
法

(
Q司
〉
)

蛇
口
規
制
の
立
場
か
ら
、
最
初
に
有
力
な
法
案
と
な
っ
た
の
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
学
校
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
法
案

2
2
5
5
2
p
z。
-EI

(
初
)

円
。
ロ
ロ
凹
〉
2

3・
5
3乙
で
あ
る
。
こ
の
法
案
は
、
ジ
ョ
ン

・
マ
ツ
ケ
イ
ン
(
』
O
Z
玄
円
の
曲
目
ロ
)
上
院
議
員
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
端
的
に
い

え
ば
、
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
義
務
教
育
学
校
や
公
立
図
書
館
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、

(
幻
)

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
費
用
等
に
つ
い
て
政
府
が
補
助
金
を
支
出
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
法
案
は
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
が
、
の
り
〉

連
邦
最
高
裁
判
決
後
に
表
明
し
た
新
し
い
政
策
に
、
よ
り
マ
ッ
チ
し
た
も
の
で
あ
り
、
成
立
の
可
能
性
が
高
い
法
案
で
あ
る
と
見
ら
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
こ
の
法
案
に
対
し
て
は
、
①
法
案
が
成
立
し
た
場
合
、

ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
選
択
は
政
府
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と

サイパースペースと表現の自由 (3) 

に
な
り
、
政
府
が
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
会
社
に
圧
力
を
か
け
て
、
特
定
の
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
を
表
示
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ

と
、
②
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
は
、
ま
だ
発
展
途
上
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
あ
り
、
現
在
、
ブ
ロ
ッ
ク
し
て
い
る
表
現
の
範
囲
は
、
憲

法
が
禁
止
し
て
い
る
表
現
の
範
囲
よ
り
も
広
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
の
り
〉
が
禁
止
し
て
い
る
範
囲
よ
り
も
広
い
か
も
し
れ
な
い
こ
と

校
の
図
書
館
に
も
本
と
し
て
存
在
し
て
い
る
情
報
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
は
入
手
で
き
な
い
こ
と
も
起
こ
り
え
る
)
、
③
こ
の
よ
う
な

立
法
を
行
う
前
に
、

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
技
術
の
開
発
・
促
進
の
方
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、

(ロ)

は
、
下
院
の
公
聴
会
に
お
い
て
反
対
を
表
明
し
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
自
白
人
権
協
会
主

5
2
2コロ£
E
Z
E
g
C
E
O
R
〉
門
川
口
』
)

も
レ
シ
ツ
グ
の
主
張
に
加
え
て
、
④
学
校
の
管
理
権
限
は
、
も
と
も
と
連
邦
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
州
あ
る
い
は
ロ
ー
カ
ル
レ
ベ
ル
が
有
し
て

い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
⑤
こ
の
よ
う
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
導
入
は
、
親
及
び
教
員
の
、
何
を
子
ど
も
に
見
せ
何
を
見
せ
な
い
か
の
決
定
権

ロ
ー
レ
ン
ス
・
レ
シ
ッ
グ

(戸ヨミ
2
2

戸
何
回
包
加
)

= ナ
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説

(お
)

を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
批
判
を
行
っ
て
お
り
、
両
院
の
委
員
会
を
通
過
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
暫
く
は
膝
着
状
態
が
続
い
て
い
た
。

し
か
し
、
同
法
案
も
、
幸
か
不
幸
か
日
の
目
を
見
る
こ
と
に
な
る
。
子
ど
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
保
護
法
(
の
E
E門
g
〆
Z
5
5
2
P
0
5
2
8

(
お
)

〉
n
f
Q司
〉
)
と
名
を
変
え
た
法
案
が
、
二

O
O
O
年
一
一
一
月
に
連
邦
議
会
を
通
過
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
直
ち
に
、
マ
ル
ト
ノ

l
マ

(
お
)

(お
)

(冨
z
-
S
O
B同町
)
郡
図
書
館
と
、
下
部
組
織
を
代
表
し
て
、
ア
メ
リ
カ
図
書
館
協
会
主
B
E
SD
F
E
B
G
E
8
2
邑

g
-〉
「
〉
)
が
そ
れ
ぞ

れ
訴
訟
を
提
起
し
た
が
、
両
訴
訟
は
併
合
審
理
さ
れ
た
。
二

O
O
一
年
七
月
二
六
日
に
は
、
連
邦
政
府
に
よ
る
訴
状
却
下
の
申
立
て
を
否
定

(
幻
)

し
、
正
式
事
実
審
理

(
5
5
が
行
わ
れ
た
。
審
理
は
、
当
初
、
二

O
O
二
年
二
月
一
四
日
か
ら
開
始
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
た

(

お

)

(

ぬ

)

(

ω

)

が
、
三
月
末
に
な
っ
て
審
理
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
五
月
一
二

一
日
に
は
違
憲
判
断
が
示
さ
れ
た

o
Q司
〉
に
よ
っ
て
使
用
が
強
制
さ
れ

::::l;λ 
白岡

る
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
、
未
成
年
に
と
っ
て
有
害
な
表
現
の
み
を
守
フ
ロ
ッ
ク
で
き
る
ほ
ど
完
成
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
認

め
た
う
え
で
、
違
憲
審
査
基
準
と
し
て
厳
格
審
査
基
準
を
採
用
し
た
。
そ
の
結
果
、
子
ど
も
と
同
様
に
大
人
に
対
し
て
も
憲
法
上
保
障
さ
れ

(
引
)

て
い
る
表
現
(
に
対
す
る
ア
ク
セ
ス
)
を
広
範
に
制
限
し
て
い
る
と
し
て
、
文
面
上
無
効
の
判
断
を
下
し
た
。

[一
己
子
ど
も
オ
ン
ラ
イ
ン
保
護
法
(
の
。
司
〉
)

連
邦
議
会
の
閉
塞
状
態
の
間
隙
を
ぬ
っ
て
登
場
し
た
の
が
、
先
に
違
憲
と
さ
れ
た
の
り
〉
と
同
様
に
源
泉
規
制
の
立
場
に
立
つ
、
子
ど
も

(
必
)

オ
ン
ラ
イ
ン
保
護
法
(
案

)(2EOD--日間半
O
R
n
t
g
〉
♀

-no司
主
で
あ
っ
た
。
こ
の
法
案
は
、

一
九
三
四
年
通
信
法
を
改
正
す
る
こ
と

ウ
エ
ブ
上
の
未
成
年
に
と
っ
て
有
害
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
表
現
の
営
利
的
配
布
を
禁
止
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
を
保
護

(必
)

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
同
法
案
は
、
上
院
で
は
ダ
ニ
エ
ル
・
コ

l
ツ

(
U
S
互
の

gg)
上
院
議
員
に
よ
り
(
∞

-
E∞M
)

、
下
院
に
あ
っ

(
似
)

(冨
H
n
F
8
-
O
H
S
)
下
院
議
員
に
よ
り

(
Z
-
m
当
∞
凶
)
提
出
さ
れ
た
。

に
よ
っ
て
、

て
は
マ
イ
ケ
ル
・
オ
ツ
ク
ス
リ
ー

〈

U
O司
〉
は
、
E
ω
oロ
O
町
内

U
R
.
ゃ
の
り
〉
ロ
の
別
名
を
持
つ
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
の
り
〉
連
邦
最
高
裁
判
決
の
結
果
を
ふ
ま
え
、
①
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サイパースペースと表現の自由 (3) 

(

河

川

)

(

必

)

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
通
信
の
中
で
も
、
ウ
ェ
ブ
上
の
表
現
に
限
定
し
、
さ
ら
に
、
非
営
利
の
(
特
に
、
個
人
が
運
営
し
て
い
る
よ
う
な
)

(

U

)

(

必
)

サ
イ
ト
は
規
制
の
対
象
外
と
し
、
②
下
品
な
、
明
ら
か
に
不
快
な
表
現
等
の
規
制
に
代
わ
り
、
(
一
七
歳
以
下
の
)
未
成
年
に
と
っ
て
有
害

(

ω

)

(

印
)

な
表
現
を
規
制
対
象
と
す
る
と
と
も
に
、
条
文
の
中
に
何
が
未
成
年
に
と
っ
て
有
害
な
表
現
で
あ
る
か
の
定
義
規
定
を
設
け
、
明
の
め
に
対

(日
)
(
臼
)

し
て
具
体
例
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
告
知
す
る
こ
と
を
命
じ
る
こ
と
等
の
手
直
し
を
計
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
法
案
に
対
し
て
、
ク
リ

(
臼
)

ン
ト
ン
政
権
及
び
司
法
省
は
当
初
か
ら
反
対
し
、
総
括
的
予
算
法
案

(
O
B
E
σ
5
〉
宅
5
宝
呂
o
E
E
2
2
5
)
か
ら
の
O
司
〉
の
規
定
を
削
除

(日
)

す
る
よ
う
、
議
会
と
の
折
衝
を
行
っ
て
い
た
。
ま
た
、
レ
シ
ツ
グ
は
、

(UO同
M

〉
を
ゾ
1
ニ
ン
グ
立
法
の

一
種
で
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
た
上

(
日
)

で
、
①
(
の
り
〉
連
邦
最
高
裁
判
決
で
も
示
さ
れ
た
よ
う
に
)
大
人
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
、
パ
ス
ワ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
を
採
用
す

る
こ
と
は
、
現
段
階
で
は
シ
ス
テ
ム
の
構
築
方
法
が
複
雑
で
あ
り
、
そ
の
維
持
に
も
か
な
り
の
費
用
が
か
か
る
こ
と
、
②
ア
ダ
ル
ト
コ
ン
テ

ン
ツ
に
匿
名
で
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
(
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
)
、
③
利
用
状
況
が
サ
イ
ト
の
運
営
者
な
い
し
巴
(
発

(日
)

給
)
会
社
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
情
報
が
他
目
的
に
利
用
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
、
④
特
に
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号

(
幻
)
(
路
)

の
場
合
に
は
、
悪
用
さ
れ
る
危
険
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
、
(
リ
。
司
〉
の
よ
う
な
規
制
立
法
は
ま
だ
時
期
尚
早
で
あ
る
と
の
証
言
を
行
っ
た
。

〉門
U
F
C
に
お
い
て
も
、
①
門
U
O
司
〉
が
求
め
る
認
証
シ
ス
テ
ム
は
、
商
用
サ
イ
ト
の
運
営
者
に
対
し
て
過
大
な
経
済
的
負
担
を
強
い
る
こ

と
、
②
「
未
成
年
に
と
っ
て
有
害
な
」

の
定
義
は
六
歳
の
子
ど
も
も
一
六
歳
の
子
ど
も
も
同

一
に
扱
っ
て
お
り
、
定
義
が
甘
い
こ
と
、
③
「
業

(ω) 

の
定
義
が
甘
く
、
個
人
が
運
営
す
る
サ
イ
ト
で
あ
っ
て
も
広
告
用
の
ベ
ニ
ア
(
〈
2
2『
)
が
貼
つ
で
あ
れ
ば
、
商
用

(ω
)(引
)

サ
イ
ト
と
見
な
さ
れ
る
危
険
性
が
あ
る
こ
と
、
④
〈
U
O司
〉
に
あ
っ
て
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
持
つ
問
題
が
解
決
さ
れ
て
い
な

(臼
)

い
こ
と
、
⑤
ウ
エ
ブ
上
の
表
現
だ
け
を
対
象
と
し
て
も
規
制
の
意
味
が
な
い
こ
と
、
等
を
理
由
と
し
て
反
対
し
て
い
た
。

と
し
て
従
事
す
る
者
」
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ペ
ン
シ
ル
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ニ
ア
東
部
地
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連
邦
地
裁
決
定



説

の
o-v〉
に
対
し
て
は
、
大
統
領
の
署
名
(
一
九
九
八
年
一

O
月
一一一

日
)
後
、
直
ち
に
訴
訟
が
提
起
さ
れ
、

(

臼

)

(

山

田

)

緊
急
差
止
命
令
官
目
方
o
g
q
B
m
E
U
5
m
R号
円
一
叶
担
)
)
が
下
さ
れ
た
。
こ
の
命
令
の
中
で
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
東
部
地
区
連
邦
地
裁
は
、

一一

月
二
O
日
に
は

一
方
的

圭ふ
ロ岡

門

U
O司
〉
が
表
現
内
容
規
制
を
行
な
う
も
の
で
あ
り
、
先
の
の
り
〉
連
邦
最
高
裁
判
決
と
同
様
に
、
厳
格
審
査
基
準
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ

(
侃
)

る
と
し
て
い
る
点
が
、
特
に
注
目
さ
れ
る
。

の
効
力
は
、
両
当
事
者
の
合
意
に
よ
り
一
九
九
九
年
二
月

一

(ω
)

(

切
)

一
月
二
O
日
か
ら
暫
定
的
差
止
命
令
(
唱
邑
5
5
R『

E
E
n
gロ
)
の
た
め
の
口
頭
弁
論
、
証
人
尋
問
等
が
聞
か
れ
た
。

(
四
叩
)

一
一
月
一
日
に
は
、
暫
定
的
差
止
命
令
が
出
さ
れ
た
。
原
告
ら
の
サ
イ
ト
に
は
の
O
司
〉
に
よ
り
起
訴
さ
れ
る
可
能
性
を
持
つ
表
現
を
含
む

ス
タ
ン
デ
イ
ン
グ

一
方
的
緊
急
差
止
命
令
(
叶
担
)
)

日
ま
で
延
長
さ
れ
、

も
の
は
な
い
が
ゆ
え
に
、

(巳
自
己
吉
明
)
を
欠
く
訴
え
で
あ
る
と
の
被
告
の
主
張
を
斥
け
た
上
で
、

一
方
的
緊
急
差
止
命

(ω
)
 

令
の
時
と
同
様
に
、
表
現
内
容
規
制
の
違
憲
性
を
判
断
す
る
に
際
し
て
は
、
厳
格
審
査
基
準
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
、

(
拘
)

本
件
事
案
に
厳
格
審
査
基
準
を
適
用
し
た
場
合
、
子
ど
も
の
保
護
と
い
う
政
府
利
益
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
ア
メ
リ
カ
国
内
の
商
用
サ
イ

ト
の
み
を
規
制
対
象
と
し
た
の
。
司
〉
に
よ
り
、
子
ど
も
の
ア
ク
セ
ス
を
遮
断
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
(
ア
メ
リ
カ
国
外
の
サ
l
パ
か

ら
、
町
民
号
以
外
の
プ
ロ
ト
コ
ル
に
よ
り
入
手
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
未
成
年
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等
を
合
法
的
に
入
手

hn)
、

、

守

色

(η)

す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
カ
ら
)
ま
た
フ
ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
方
が
有
効
な
遮
断
手
段
て
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
規
制
目
的

(
竹
川
)

達
成
手
段
が
問
題
で
あ
り
、
違
憲
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
つ
ま
り
、
連
邦
地
裁
決
定
で
は
、
ウ
エ
ブ
上
の
未
成
年
に
と
っ
て
有
害
な
表
現
か

ら
子
ど
も
を
保
護
す
る
と
い
う
政
府
の
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、

よ
り
制
限
的
で
な
い
他
の
選
ぴ
う
る
手
段
が

(
親
が

自
発
的
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
)
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
以
外
に
あ
る
か
ど
う
か
の
判
断
を
行
い
、
こ
れ
ら
は
技
術
的
に
は
ま
だ
未

熟
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
も
の
の
、
四
0
ド
ル
程
度
の
金
額
で
利
用
で
き
る
こ
と
、

ア
メ
リ
カ
以
外
の
サ
イ
ト
及
、
び
冨
号
以
外
の
プ
ロ
ト

(
向
)

コ
ル
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
点
で

n
o
p
p
よ
り
も
優
れ
て
い
る
と
し
て
、
原
告
の
主
張
を
肯
定
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
の
。
句
〉
は
厳
格
審
査

基
準
を
み
た
す
こ
と
が
で
き
ず
、
違
憲
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
。
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政
府
が
主
張
し
た
防
御
条
項
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
。
ま
ず
、
①
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
使
用
に
つ
い
て
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
り
年
齢
を
確
認
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
、
表
現
者
た
る
ウ
エ
ブ
作
成
者
に
行
な
わ
せ
た
場
合
、
作
成
者
が
負
担

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
シ
ス
テ
ム
構
築
に
か
か
る
)
コ
ス
ト
は
、

三
百
ド
ル
か
ら
数
千
ド
ル
と
い
っ
た
、
か
な
り
高
額
な
も
の
で
あ
る
こ

(お
)

主
、
②
ア
ダ
ル
ト
チ
ェ
ッ
ク
に
代
表
さ
れ
る
年
齢
確
認
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
ウ
エ
ブ
作
成
者
は
無
料
で
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
参
加
す
る
こ
と

ユ
ー
ザ
が
サ
イ
ト
を
利
用
し
た
場
合
、
ア
ダ
ル
ト
チ
ェ
ッ
ク
が
巴
発
行
料
と
し
て
事
前
に
受
け
取
っ
て
い
た
金
額
の
う

ち
の
五
O
|
六
O
パ
ー
セ
ン
ト
を
手
数
料
と
し
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
優
れ
て
お
り
、
ま
た
、
ア
ダ
ル
ト
チ
ェ
ッ
ク
の
巴
自
体

ミ

ト

花

)

、

も
月
二
ハ
・
九
五
ド
ル
に
過
ぎ
な
し
こ
と
カ
ら
①
の
シ
ス
テ
ム
よ
り
も
優
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
①
だ
け

が
で
き
、
ま
た
、

で
は
な
く
、
②
で
あ
っ
て
も
、
表
現
に
対
す
る
負
担
は
違
憲
と
い
え
る
ほ
ど
大
き
い
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

ユ
ー
ザ
は
自
ら
の
個
人
情

サイパースペースと表現の自由 (3) 

報
を
明
か
さ
な
い
で
い
ら
れ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
よ
う
な
表
現
へ
ア
ク
セ
ス
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
当
該
表
現
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
個
人
情
報

(打
)

の
開
示
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
ア
ク
セ
ス
が
激
減
す
る
こ
と
は
必
歪
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
ウ
エ
ブ
作
成
者
の
経
済
的
負
担
な
い
し

(花
)

損
失
は
大
き
い
も
の
と
な
り
、
防
御
条
項
と
し
て
機
能
す
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

(b)
第
三
控
訴
裁
判
所
決
定

(乃
)

こ
れ
に
対
し
て
、
第
三
控
訴
裁
判
所
決
定
(
二

0
0
0
年
六
月
一

一一一
日
)
は
、
連
邦
地
裁
決
定
と
同
じ
結
論
を
支
持
す
る
も
の
の
、
理
由

(鈎
)

づ
け
が
若
干
、
異
な
っ
て
い
る
。

第
三
控
訴
裁
判
所
決
定
に
お
い
て
も
、
連
邦
地
裁
決
定
と
同
様
に
、
の
(
)
司
〉
は
表
現
内
容
規
制
に
該
当
し
、
そ
の
場
合
に
適
用
さ
れ
る
違

(
引
山

)

憲
審
査
基
準
と
し
て
は
、
厳
格
審
査
基
準
が
適
用
さ
れ
る
と
す
る
。
ま
た
、
従
来
、
連
邦
最
高
裁
は
メ
デ
ィ
ア
特
性
分
析
(
利
用
可
能
な
周

波
数
の
稀
少
性
、
そ
の
メ
デ
ィ
ア
が
侵
害
的
(
浸
透
的
)
で
あ
る
こ
と
、
広
範
な
政
府
規
制
を
認
め
て
き
た
歴
史
の
存
在
、
の
三
点
か
ら
分
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説

析
を
行
な
う
も
の
)
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
電
波
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
例
外
的
に
保
障
の
度
合
い
を
緩
め
て
き
た
が
、
の
O
同J
P

で
問
題

さ詰h

E冊

と
な
っ
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
は
、
電
波
メ
デ
ィ
ア
の
よ
う
な
緩
い
基
準
が
適
用
で
き
な
い
と
し
た
の
り
〉
連
邦
最
高
裁
判
決
の
趣
旨

(幻
)

を
再
度
確
認
し
て
い
る
。
違
憲
審
査
基
準
の
具
体
的
適
用
に
関
し
て
は
、
わ
い
せ
つ
な
表
現
か
ら
未
成
年
を
保
護
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

未
成
年
に
と
っ
て
有
害
な
表
現
か
ら
保
護
す
る
こ
と
も
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
政
府
利
益
で
あ
る
こ
と
は
既
に
先
例
に
よ
り
認
め
ら
れ
て
い
る
こ

(
幻
)

と
か
ら
、
次
に
向
か
う
先
は
、
そ
の
達
成
手
段
の
問
題
と
な
る
。
達
成
手
段
を
ク
リ
ア
ー
す
る
た
め
に
は
、
「
も
っ
と
も
制
限
的
で
な
い
手

(
斜
)

で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
控
訴
裁
判
所
決
定
に
お
い
て
も
、
以
上
の

段
を
用
い
て
立
法
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
精
密
に
調
整
さ
れ
た
も
の
」

よ
う
な
枠
組
み
は
連
邦
地
裁
決
定
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
立
法
目
的
の
達
成
手
段
を
ア
ウ
ト
と
す
る
理
由
付
け
が
、

二
つ
の
決
定
の
聞
で
異
な
っ
て
い
る
。
の
O
司
〉
と
い
う
法
規
制
で
は
、

子
ど
も
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
を
遮
断
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
点
、
あ
る
い
は
、
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
方
が
有
効
な
遮
断
手
段

で
あ
る
点
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
り
、
達
成
手
段
の
部
分
を
ア
ウ
ト
に
す
る
連
邦
地
裁
決
定
に
対
し
て
、
控
訴
裁
判
所
決
定
は
、
の
。
司
〉
が

規
制
対
象
と
す
る
未
成
年
に
と

っ
て
有
害
な
表
現
を
判
断
す
る
際
に
用
い
ら
れ
る
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

(8
5
5
5
ミ

2
g'

(
お
)

含
丘
)
を
問
題
視
し
て
い
る
。
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
問
題
は
、
口
頭
弁
論
に
お
い
て
は
、
両
当
事
者
や
法
廷
の
友

(
白

2
2
m)
の
い
ず
れ
か
ら
も
主
張
さ
れ
ず
、
裁
判
官
団
か
ら
出
さ
れ
た
論
点
で
あ
っ
た
が
、
控
訴
裁
判
所
決
定
は
、
未
成
年
に
と
っ
て
有

害
な
表
現
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
に
あ
た
っ
て
、

(
お
)

全
体
を
違
憲
に
す
る
の
に
十
分
で
あ
る
と
し
た
。
ウ
エ
ブ
上
に
掲
示
し
た
も
の
は
、
世
界
中
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
が
見
る
こ
と
が
で

(釘
)

き
る
の
に
対
し
、
掲
示
す
る
側
は
、
ユ
ー
ザ
の
居
住
地
域
に
基
づ
い
て
、
ア
ク
セ
ス
を
制
限
す
る
手
段
を
有
し
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
技

(
お
)

術
的
状
況
の
も
と
で
、
の
。
旬
〉
の
よ
う
な
法
規
制
を
行
な
っ
た
場
合
、

最
も
厳
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
と
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
用
い
る
の
。
司
〉
の
過
度
広
汎
性
は
、
【
U
O同》〉

が
、
サ
イ
バ

ー
ス
ペ

ー
ス
上
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
制
約
は
、
連
邦
地
裁
決
定
が
用
い
た
手
法
に

北法55(3・138)1044



(
鈎
)

よ
ら
ず
と
も
、
そ
れ
だ
け
で
の
O
司
〉
全
体
を
違
憲
と
す
る
ほ
ど
深
刻
な
過
度
広
汎
性
の
問
題
を
生
じ
さ
せ
る
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

(
卯
〕

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
表
現
に
適
用
す
る
際
に
生
じ
る
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
の
り
〉
連
邦
最
高
裁
判

決

・
多
数
意
見
の
中
で
も
、
「
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
適
用
し
た
場
合
、
全
米
中
の
ユ

l
ザ
が
入
手
可

能
と
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ
っ
て
最
も
不
快
と
感
じ
る
で
あ
ろ
う
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
タ
ン

(引
)

、
(
選

(幻
)

ダ
l
ド
」
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
」
と
指
摘
さ
れ
て

し
え
カ
、
こ
の
指
摘
に
対
す
る
対
処
を
連
邦
議
会
が
怠
っ
た
と
い
え
よ
う
。

厳
密
に
い
え
ば
、
連
邦
議
会
に
お
い
て
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
議
論
の
余
地
の
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
自
体
は
、
認
め
て
い

た
の
で
あ
る
が
、
連
邦
議
会
は
大
人
の
場
合
と
未
成
年
の
場
合
と
を
分
け
、
未
成
年
の
場
合
に
は
、
未
成
年
に
と
っ
て
何
が
適
切
な
表
現
で

あ
る
の
か
に
つ
い
て
ア
メ
リ
カ
国
内
の
大
人
の
中
で
合
理
的
な
不
変
の
基
準
が
存
在
す
る
が
ゆ
え
に
、
ウ
エ
ブ
上
の
表
現
に
対
し
て
、
コ
ミ
ユ

(
似
)

ニ
テ
ィ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
適
用
し
て
も
問
題
は
な
い
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
区
別
を
認
め
ず
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
タ
ン
ダ
|

ド
は
あ
く
ま
で
も
地
理
的
基
準
(
加
g
m
g℃
F
R
E
E
R
a
)
と
理
解
す
る
、
控
訴
裁
判
所
決
定
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
の
り
〉
連
邦
最
高
裁
判

サイパースペースと表現の自由 (3) 

決
・
多
数
意
見
を
無
視
し
た
の
も
同
然
と
の
評
価
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
件
に
つ
い
て
は
、

(
%
)
(
引
)

に
口
頭
弁
論
が
開
始
さ
れ
た
。

二
O
O
一
年
五
月
一
一
一
日
に
サ
l
シ
オ
レ
イ
ラ
イ

(%
)
 

(口刊さ
O
『邑
)
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
二
O
O
二
年
初
頭

[ 

'-"' 

チ
ヤ
イ
ル
ド
ポ
ル
ノ
防
止
法
(
の
弔
〉
)

(
川
町

)
(
ω
)

チ
ヤ
イ
ル
ド
ポ
ル
ノ
防
止
法
(
の
E
5
3
5。
間同省
ξ
H
V
B〈
g
c
oロ
〉
三
唱
の
唱
〉
)
で
は
、
生
身
の
子
ど
も
を
被
写
体
と
し
な
い
表
現
で
あ
る
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
チ
ヤ
イ
ル
ド
ポ
ル
ノ
の
制
作
及
び
配
布
の
規
制
の
違
憲
性
が
争
わ
れ
た
。
生
身
の
子
ど
も
を
被
写
体
と

す
る
ケ

l
ス
に
対
す
る
連
邦
最
高
裁
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
既
に
第

一
章
で
検
討
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
の
苫
J
P

で
は
、
(
従
来
か
ら
の
規

北法55(3・139)1045



説

制
に
加
え
て
)

(則
)
(
肌
)

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

・
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
チ
ャ
イ
ル
ド
ポ
ル
ノ
が
問
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
従
来
か
ら
規
制
が
認
め
ら
れ
て
き

た
、
生
身
の
子
ど
も
を
被
写
体
と
す
る
表
現
に
加
え
て
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
表
現
を
規
制
範
囲
に
追
加
す
る
こ
と
が
、
子

きふ
ロ冊

ど
も
の
保
護
と
い
う
従
来
か
ら
の
立
法
目
的
と
ど
の
よ
う
な
相
互
作
用
が
生
じ
る
か
が
問
題
と
な

っ
た
。

(a)
吋
宮
明円四四∞

-uB口
町

内

O
白

E
C
O
ロ
〈
-mgo

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
北
部
地
区
連
邦
地
裁

h
rは
、
①

9
2
の
主
た
る
規
制
目
的
は
、
チ
ヤ
イ
ル
ド
ポ
ル
ノ
産
業
が
与
え
る
二
次
的
影
響

(
生
身
の
あ
る
い
は
バ

ー
チ
ャ
ル
な
チ
ヤ
イ
ル
ド
ポ
ル
ノ
に
よ
る
、
子
ど
も
を
含
む
受
け
手
や
社
会
全
体
に
対
す
る
影
響
)
を
食
い
止
め
る

(問
)

こ
と
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
内
容
中
立
規
制
で
あ
る
と
と
も
に
、
②
バ

ー
チ
ャ
ル
な
チ
ヤ
イ
ル
ド
ポ
ル
ノ
は
、
ベ
ド
フ
ィ
リ
ア
及
、
び
子
ど
も
の

(
削
)

虐
待
を
奨
励
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
特
に
規
制
の
必
要
性
が
高
い
こ
と
、
③
「
何
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
合
理
的
知

(山
)

識
人
(
宮
司
8
2
0『

8
8
0
5Z刊

5
E
Z
g
n
n
)
に
対
し
て
十
分
な
指
針
を
与
え
て
い
る
」
が
ゆ
え
に
、
暖
味
で
は
な
く
、
ま
た
、
チ
ヤ
イ
ル

(
問
)

ド
ポ
ル
ノ
の
二
次
的
影
響
を
防
ぐ
た
め
に
必
要
な
も
の
で
あ
り
、
過
度
広
汎
性
を
持
つ
も
の
で
も
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
、
④
違
憲
と
い
え
る

(即
)

よ
う
な
事
前
抑
制
で
は
な
い
こ
と
、
⑤
の
弔
〉
が
定
め
る
積
極
的
防
御
条
項
は
、
立
証
責
任
を
被
告
人
た
る
表
現
者
に
課
す
こ
と
に
な
る
が
、

憲
法
上
許
さ
れ
な
い
と
ま
で
は
い
え
な
い
こ
と
、
を
示
し
合
憲
と
し
た
。

(
附
)

こ
れ
に
対
し
て
、
第
九
控
訴
裁
判
所
決
定
は
、

一
部
(
原
決
定
)
維
持
・

一
部
(
原
決
定
)
破
棄
の
判
断
を
示
し
た
。

て
も
、
原
決
定
が
維
持
さ
れ
た
の
は
、
ス
タ
ン
デ
イ
ン
グ
に
係
わ
る
部
分
と
、
④
の
野
の
み
で
あ
り
、

実
質
的
に
は
、
完
全
な
違
憲
判
断

(
川
)

を
示
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
第
九
控
訴
裁
判
所
決
定
は
、
本
件
と
同
様
に
の
宅
〉
が
問
題
と
な
っ
た
白
昼

a
g
a
g〈
-
E
E
ロ
を
引
用
し
、

(
川
)
(
山
)

(

川

)

あ
く
ま
で
も
の
で
p
p
の
規
制
は
表
現
内
容
規
制
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
か
ら
、

-∞
己
め
の
・
ゆ
M
M
u
a
(
∞)
(
切
)
に
編
入
さ
れ
た
「
未
成
年
と
思
わ

(
省
官
民

zozt

一
部
維
持
と
い
っ

れ
る

(ng〈
四

百

円

FE
E
-uB
a
5ロ
)」
と
の
規
定

北法55(3・140)1046 



(
川
)

に
着
目
し
、
こ
れ
ら
の
二
つ
の
条
項
は
暖
昧
か
つ
過
度
広
汎
で
あ
り
、
第
一
修
正
に
反
し
て
違
憲
で
あ
る
と
す
る
。
の
℃
司
〉
に
よ
る
規
制
は
、

(
川
)

チ
ヤ
イ
ル
ド
ポ
ル
ノ
の
制
作
過
程
に
お
い
て
生
身
の
子
ど
も
が
害
を
受
け
る
こ
と
か
ら
の
保
護
で
は
な
く
、

従
来
か
ら
認
め
ら
れ
て
き
た
、

こ
れ
ら
の
チ
ャ
イ
ル
ド
ポ
ル
ノ
を
見
た
子
ど
も
に
対
す
る
悪
影
響
や
(
生
身
の
も
の
で
あ
れ
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
イ
メ
ー
ジ
の
よ
う
な
パ

l

チ
ヤ
ル
な
も
の
で
あ
れ
)
子
ど
も
の
虐
待
行
為
や
ペ
ド
フ
ァ
イ
ル
を
増
加
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
の
立
法
者
の
判
断
か
ら
来
て
い
る
。
し

か
し
、
第
九
控
訴
裁
判
所
決
定
は
、
こ
の
よ
う
な
規
制
目
的
の
正
当
性
を
認
め
な
か
っ
た
。
内
有
一
〉
を
厳
格
審
査
基
準
で
審
査
す
る
立
場
か

(
政
府
に
お
い
て
、

や
む
に
や
ま
れ
ぬ
利
益
が
存
在
す
る
の
は
、
生
身
の
子
ど
も
が
関
わ
っ
て
い
る
場
合
に
限

ら
立
法
目
的
に
疑
問
を
呈
し

(
川
)

ら
れ
る
と
し
て

E
C
-∞
・
内
・
官
目
。
(
∞
)
(
切
)
は
、
「
未
成
年
と
思
わ
れ
る
」
者
に
対
す
る
明
ら
か
に
性
的
な
描
写
・
叙
述
を
規
制
す
る
も
の
で

(
川
)

あ
り
、

E
C
ω
・
の
ゆ
M
M

泣
き
(U)
は
、
「
未
成
年
の
明
ら
か
に
性
的
な
描
写
・
叙
述
が
含
ま
れ
て
い
る
と
の
印
象
を
与
え
る
方
法
に
よ
り
、

サイパースペースと表現の自由 (3) 

広
告
さ
れ
、
販
売
促
進
さ
れ
、
表
現
さ
れ
、
も
し
く
は
配
布
さ
れ
る
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
描
写
・
叙
述
」
を
規
制
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ

(
川
)

ら
は
「
通
常
の
知
識
人
に
対
し
て
何
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
か
を
知
ら
せ
る
合
理
的
機
会
を
与
え
て
い
な
い
」
と
し
た
。
ま
た
「
文
面
上
、

(
川
)

(
U
Z
J
F

は
第
一
一
修
正
に
よ
っ
て
保
障
が
与
え
ら
れ
て
い
る
表
現
を
規
制
し
て
い
る
」
と
判
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
の
匂
閉
》
〉
は
暖
昧
で

あ
る
が
ゆ
え
に
無
効
で
あ
り
、
ま
た
、
第
一
修
正
の
下
で
は
許
さ
れ
な
い
、
実
質
的
な
(
田
口
σ
閉
門
田
昌
弘
)
過
度
広
汎
性
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、

(

m

)

(

凶
)

こ
の
よ
う
な
規
制
は
、
憲
法
上
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
内
耳
》
〉
に
は
、
三
つ
の
積
極
的
防
御
条
項
が
あ
る
が
、

(
印
)

上
の
二
つ
の
条
文
自
体
が
違
憲
で
あ
る
以
上
、
積
極
的
防
御
条
項
に
つ
い
て
審
査
す
る
必
要
は
な
い
と
し
た
。

(
凶
)

d

こ
の
第
九
控
訴
裁
判
所
決
定
に
は
、
反
対
意
見
も
付
さ
れ
て
い
る
。
反
対
意
見
は
、
(
法
廷
意
見
が
従
来
の
判
例
か
ら
、
第
一
修
正
の
保

障
の
範
囲
外
と
さ
れ
る
の
は
、
生
身
の
子
ど
も
を
被
写
体
と
す
る
チ
ャ
イ
ル
ド
ポ
ル
ノ
の
み
で
あ
る
と
す
る
理
解
か
ら
)
バ
ー
チ
ャ
ル
な
チ
ヤ

北法55(3・141)1047 

イ
ル
ド
ポ
ル
ノ
に
対
し
て
は
第

一
修
正
の
保
障
が
及
び
、
そ
の
規
制
は
厳
格
審
査
基
準
に
よ
り
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
理
解
に

反
対
し
、
バ
ー
チ
ャ
ル
な
チ
ヤ
イ
ル
ド
ポ
ル
ノ
を
、
生
身
の
子
ど
も
を
被
写
体
と
す
る
チ
ャ
イ
ル
ド
ポ
ル
ノ
と
同
様
の

f丘

レ
ベ
ル
に



説

置
い
て
も
憲
法
上
の
問
題
は
生
じ
な
い
と
す
る
。
そ
の
論
理
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

き"-
府間

①
バ
ー
チ
ャ
ル
な
チ
ヤ
イ
ル
ド
ポ
ル
ノ
規
制
に
あ
た
っ
て
、
政
府
利
益
を
認
め
な
か
っ
た
法
廷
意
見
の
理
解
は
誤
り
で
あ
る
。
従
来
の
判

(
凶
)

例
に
お
い
て
も
、

Z
刊
さ
ペ
O
央
〈

-
F『
σ旬
以
降
に
お
い
て
は
、
生
身
の
子
ど
も
に
対
す
る
害
の
み
に
規
制
の
根
拠
を
求
め
て
い
た
わ
け
で
は

(凶
)

(
凶
)

な
く
、
そ
の
よ
う
な
表
現
の
存
在
自
体
が
性
的
行
為
へ
と
子
ど
も
を
誘
惑
し
た
り
強
制
し
た
り
す
る
こ
と
も
害
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
こ
れ

(印
)

(
凶
)

ら
の
害
を
防
ぐ
こ
と
は
、
ポ
ル
ノ
市
場
の
破
壊
と
と
も
に
州
の
正
当
な
青
空

5
包
刊
)
利
益
で
あ
る
。
②
子
ど
も
の
肉
体
的
心
理
的
健
康
を

(問

)

(

m

)

守
る
こ
と
は
、

州
の
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
利
益
で
あ
り
、
こ
の
利
益
を
守
る
た
め
に
は
一
定
の
「
大
き
な
余
地

(
m
B
R
-自
宅
ミ
)
」
が
立
法
者

(
印
)

に
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
特
に
、
新
し
い
技
術
の
進
歩
が
見
ら
れ
る
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ

・
イ
メ
ー
ジ
の
技
術
に
つ
い
て
は
、
現
実
問
題
と

し
て
、
政
府
に
お
い
て
、
当
該
表
現
が
生
身
の
子
ど
も
を
被
写
体
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
立
証
す
る
こ
と
を
困
難
に
し
て
お
り
、
「
大

(
印
)

き
な
余
地
」
と
し
て
こ
れ
ら
の
規
制
は
正
当
化
さ
れ
る
。
③
法
廷
意
見
は
、
生
身
の
も
の
で
あ
ろ
う
が
バ

ー
チ
ャ
ル
な
も
の
で
あ
ろ
う
が
、

(
問
)

ほ
と
ん
ど
あ
る
い
は
全
く
社
会
的
価
値
を
も
た
な
い
も
の
で
あ
る
点
を
見
落
と
し
て
い
る
。
い
ず
れ
の
両
者
も
等
価
値
の

(し
か
も
低
い
価

値
も
し
く
は
無
価
値
の
)
も
の
で
あ
り
、

バ
ー
チ
ャ
ル
な
も
の
の
方
が
価
値
が
高
い
わ
け
で
は
な
い
。
最
終
的
に
両
者
の
違
い
と
は
、
生
身

(削
)

の
子
ど
も
を
被
写
体
と
し
て
い
る
か
否
か
の
違
い
で
し
か
な
い
。
④
こ
の
領
域
で
は
、
厳
格
審
査
基
準
で
は
な
く
、

比
較
衡
量
に
よ
り
判
断

(
防
)

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
「
州
の
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
利
益
」
と
い
う
最
も
重
い
利
益
が
、

当
該
表
現
の
限
定
さ
れ
た
利
益
よ

り
も
は
る
か
に
重
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、

(
P
Z
S
判
決
が
、
単
純
所
持
の
合
憲
性
を
支
持
し
た
よ
う
に
)
よ
り
広
汎
な
規
制
が
可
能

と
な
る
。
チ
ヤ
イ
ル
ド
ポ
ル
ノ
市
場
の
破
壊
や
未
成
年
が
そ
そ
の
か
さ
れ
る
こ
と
の
防
止
と
い
っ
た
政
府
利
益
は
、
バ
ー
チ
ャ
ル
な
表
現
よ

り
も
は
る
か
に
重
要
で
あ
り
、
生
身
の
子
ど
も
を
被
写
体
と
す
る
チ
ヤ
イ
ル
ド
ポ
ル
ノ
と
同
様
に
、
第

一
修
正
の
保
障
が
及
ば
な
い
領
域
と

(
問
)

認
め
ら
れ
る
。
⑤
バ

ー
チ
ャ
ル
な
表
現
が
、
第

一
修
正
の
保
障
の
外
に
あ
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
過
度
広
汎
性
の
問
題
は
別
途
検

(
閉
山

)

討
す
る
必
要
が
あ
る
。
原
告
は
、
様
々
な
芸
術
的
表
現
に
、
本
件
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
つ
の
条
項
が
適
用
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
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(
問
)

を
主
張
し
て
い
る
が
、
立
法
過
程
を
み
る
と
、
明
ら
か
に
当
該
規
定
が
対
象
と
す
る
も
の
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た

(nO
B
℃
三
日
目明。
5
3
5仏
)

チ
ャ
イ
ル
ド
ポ
ル
ノ
で
あ
る
。
の
冨
Y

〉
は
あ
く
ま
で
も
、
バ
ー
チ
ャ
ル
な
チ
ヤ
イ
ル
ド
ポ
ル
ノ
と
生
身
の
子
ど
も

を
被
写
体
と
す
る
チ
ヤ
イ
ル
ド
ポ
ル
ノ
の
判
別
が
で
き
な
い
よ
う
な
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
描
写
・
叙
述
を
規
制
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、

明
ら
か
に
性
的
な
ポ

l
ズ
を
と
る
若
年
者
を
描
写
・
叙
述
し
た
絵
画
や
彫
刻
等
に
は
及
ば
な
い
と
す
る
点
は
法
廷
意
見
と
異
な
る
も
の
で
は

(ω) 

な
く
、
過
度
広
汎
性
の
問
題
は
生
じ
な
い
。
最
後
に
、
⑥
原
告
は
(
憲
法
上
保
障
さ
れ
て
い
る
)
明
ら
か
に
性
的
な
ポ

l
ズ
を
と
る
大
人
の

(
附
)

イ
メ
ー
ジ
を
規
制
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
が
、
こ
の
点
は
、

積
極
的
防
御
条
項
の
存
在
に
よ
り
問
題
は
生
じ
な
い
と
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
反
対
意
見
は
、
従
来
か
ら
認
め
ら
れ
て
き
た

(生
身
の
子
ど
も
を
被
写
体
と
す
る
)

チ
ャ
イ
ル
ド
。ホ
ル
ノ
に
加
え
て
、

バ
ー
チ
ャ
ル
な
チ
ャ
イ
ル
ド
ポ
ル
ノ
を
も
規
制
対
象
の
中
に
組
み
込
ん
だ
上
で
、
比
較
衡
量
と
い
う
緩
や
か
な
審
査
手
法
に
よ
り
、
生
身
の

子
ど
も
を
被
写
体
と
す
る
も
の
も
バ
ー
チ
ャ
ル
な
も
の
も
、

第
一

修
正
の
保
障
範
囲
か
ら
追
い
出
す
。
そ
し
て
、
本
件
で
問
題
と
な

っ
て

い

サイパースペースと表現の自由 (3) 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
チ
ヤ
イ
ル
ド
ポ
ル
ノ
に
限
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
質
的
な
過
度

(
凶
)

広
汎
性
の
問
題
も
ク
リ
ア
ー
で
き
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

る
二
つ
の
条
項
の
対
象
を
、

(b
)
d
E
R円
同
盟
国
門

g
〈・司何回『-

同
様
に
、

E
C
ω
・の抑
M
N
u
a
(
∞)(切)、

E
C
ω
・門u
m
M
M
虫
(
∞
)

(

U

)

、
及
び
、

EC-ω
・の
・
抑
M
M
U
M
〉
(
の
)
の
積
極
的
防
御
条
項
等
が
問
題
と
な

っ

(
叫
)

た
ケ
l
ス
と
し
て
は
、
ピ
・
ω
・〈・

3
邑
が
あ
る
。
こ
こ
で
、
被
告
人
は
、
第
九
控
訴
裁
判
所
決
定
・
法
廷
意
見
の
リ

l
ズ
ニ
ン
グ
に
従
い
つ

っ
、
従
来
か
ら
認
め
ら
れ
て
き
た
、
生
身
の
子
ど
も
を
被
写
体
と
す
る
チ
ヤ
イ
ル
ド
ポ
ル
ノ
と
同
様
の
規
制
を
、
サ
イ
バ
ー
・
マ
イ
ナ
ー
ズ

(n
ち
2
5
5
5
)
を
用
い
た
、
バ
ー
チ
ャ
ル
な
チ
ヤ
イ
ル
ド
ポ
ル
ノ
に
も
適
用
し
よ
う
と
す
る

E

C
∞
の
抑
M
M
出
(
∞
)
(
切
)
、

E

C
-ω
・《U
・

m
M
M
虫
(
∞
)
(
り
)
の
陵
昧
性
及
び
過
度
広
汎
性
か
ら
そ
の
違
憲
性
を
主
張
し
、
ま
た
、

E
C
-∞・。
-
m
M
M
U
M
〉
(
の
)
の
立
証
責
任
の
転
換
は
、
被
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説

(
川
)

(
違
憲
と
な
る
よ
う
な
)
負
担
を
課
す
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
政
府
側
は
、
。
弔
〉
を
合
憲
と
判
断

(
凶
)

し
た

C
E
E
ω
E
g
〈
-
E
Eロ
を
持
ち
出
し
て
く
る
。
国
FZOロ
判
決
は
、
法
律
が
過
度
広
汎
で
あ
る
が
ゆ
え
に
違
憲
と
い
え
る
た
め
に
は
、(凶
)

で
あ
る
と
と
も
に
、
真
一に
迫
っ
た
(
『

g-)
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
ス
タ
ン
ス
か
ら
、

告
人
に
対
し
て

ラ'b、
日間

そ
の
過
度
広
汎
性
が
実
質
的
な
与

E
E包
)

当
該
憲
法
問
題
の
重
大
さ
、
あ
る
い
は

(
違
憲
の
)
疑
い
深
き
か
ら
く
る
違
憲
判
断
の
必
要
性
と
、
そ
の
よ
う
な
問
題
を
避
け
る
必
要
性
が

(
過
度
広
汎
で
あ
る
が
ゆ
え
に
違
憲
と
す
る
)
判
断
に
踏
み
切
る
か
否
か
の
考
慮
要
素
に
な
る
と
い
う
。
こ
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
の
弔
〉

(
川
)

が
過
度
広
汎
で
あ
る
が
ゆ
え
に
違
憲
と
は
い
え
な
い
と
す
る
。
暖
昧
性
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

E-円
。
ロ
判
決
は
表
現
の
自
由
に
係
わ
る
場
合
、

(
叩
)

そ
の
判
断
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
す
が
、
最
終
的
に
は
、
①
陪
審
が
そ
の
適
用
を
行
な
う
た
め
、
「
未
成
年
と
思
わ
れ
る
」

(

川

町

)

等
の
表
現
は
客
観
性
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
、
②
の
司
〉
は
政
府
側
に
被
告
人
の

「故
意

(
5
2
5
)」
の
立
証
を
求
め
て
お
り
、
付
加

(
附
)

的
な
セ

l
フ
ガ

l
ド
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
、
③
積
極
的
防
御
条
項
が
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

の
三
点
か
ら
、
「
通
常
の
知
識
人

(℃

2
8ロ
O
『。
E
E
R可

E
B
-
-
F
m
g
B
)
が
違
法
と
な
り
そ
う
な
行
為
を
認
識
し
、
自
ら
の
行
為
を
適
切
な
も
の
に
順
応
で
き
る
よ
う
に
、
法

(

剛

山

)

(

即

)

律
の
条
項
の
射
程
を
適
切
に
限
界
づ
け
て
い
る
」
と
い
え
、
暖
昧
で
あ
る
が
ゆ
え
に
違
憲
と
す
る
必
要
は
な
い
と
し
て
い
る
。

ユ
タ
北
部
連
邦
地
裁
は
、
吋

-5F282nE(US--EOロ
決
定
と

E
Z
S
判
決
の
両
方
を
比
較
し
、

E
R
S
判
決
で
示
さ
れ
た
立
場
の
方
が

普
遍
的
(
官
同
〈
包
〈
刊
)
で
あ
る
と
し
て
、
の
弔
〉
は
過
度
広
汎
性
も
暖
昧
性
も
持
つ
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、

積
極
的
防
御
条
項
に
よ
る
被

(

印

)

(

悶

)

告
人
へ
の
立
証
責
任
の
転
換
に
つ
い
て
も
先
例
た
る

E
5
a
g
〈・

2
2、ペ
O
央
に
て
ら
し
、
違
憲
で
は
な
い
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
内
有
〉
を
内
容
中
立
規
制
と
解
し
た
吋
宮
司

8
8
2
n
F門
U
S
E
S
地
裁
決
定
以
外
の
判
決
で
は
、

表
現
内
容
規
制
で
あ

る
こ
と
を
認
め
る
が
、
そ
の
う
ち
、
臣

m
F
2
8
2
nv
(U
S
E
S
控
訴
裁
判
所
決
定
・
反
対
意
見
は
比
較
衡
量
を
主
張
し
、
司
宮
司
自

8
3
n
F
門

U
S
E
S
控
訴
裁
判
所
決
定
・
法
廷
意
見
お
よ
び

F
E
判
決
は
厳
格
審
査
基
準
を
適
用
し
た
。
こ
の

(
厳
格
審
査
基
準
を
適
用
し
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た
)
両
者
は
、
連
邦
議
会
の
判
断
(
の

g
q
o
E
o
E-
司

se呂田
)
に
対
す
る
敬
意
(
色町内
0
8ロ
2
)
の
払
い
方
の
違
い
か
ら
結
論
の
違
い
を
生

じ
さ
せ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
思
邑
判
決
に
お
い
て
は
、
(
斗
宮
司
8
8
2口町
内
O白
-
E
Oロ
に
よ
る
訴
訟
に
お
い
て
)
法
廷
の
友
と
し
て
参
加

(山
)

し
て
い
る
〉
【

H
C
も
連
邦
議
会
の
判
断
の
内
容
に
対
し
て
疑
問
を
呈
し
て
い
る
に
も
係
わ
ら
ず
、
そ
の
判
断
へ
盲
目
的
敬
意
を
払
う
こ
と

(
防
)

に
よ
っ
て
、
厳
格
審
査
基
準
に
よ
っ
て
も
合
憲
性
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
↓
Z
F
2
8
2与
の
。
丘
町
5
ロ
控
訴

裁
判
所
決
定
・
法
廷
意
見
は
、
連
邦
議
会
の
判
断
を
検
討
し
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
違
憲
性
を
導
き
出
す
の
で
あ
る
。

ま
た
、
違
憲
審
査
基
準
に
関
し
て
、
立
法
目
的
の
認
定
が
各
判
決
に
お
い
て
異
な
っ
て
い
る
点
に
は
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ

ぅ。

、H，
Z
P
8
8
8
n
F《
U
S
E
S
控
訴
裁
判
所
決
定

・
法
廷
意
見
は
、
あ
く
ま
で
も
表
現
内
容
規
制
を
考
え
る
際
に
問
題
と
な
る
立
法
目
的

は
、
生
身
の
子
ど
も
が
害
を
受
け
る
こ
と
か
ら
の
保
護
で
あ
り
、

o
§
0
5
判
決
等
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
、
ペ
ド
フ
ァ
イ
ル
の
規

(

同

)

(

印

)

制
あ
る
い
は
児
童
虐
待
の
禁
止
、
チ
ヤ
イ
ル
ド
ポ
ル
ノ
市
場
の
破
壊
と
い

っ
た
立
法
目
的
の
認
定
は
、
あ
く
ま
で
も
傍
論
に
す
ぎ
な
い
と
す

る
の
に
対
し
て
、
反
対
意
見
は
、
生
身
の
子
ど
も
の
保
護
と
と
も
に
、
表
現
の
存
在
自
体
が
性
的
行
為
へ
と
子
ど
も
を
誘
惑
し
た
り
強
制
す

サイパースペースと表現の自由 (3) 

る
こ
と
、
ポ
ル
ノ
市
場
の
破
壊
も
州
の
正
当
な

(}nm
H円
呂
田
芯
)
利
益
と
解
し
て
い
る

o
p
E
判
決
に
お
い
て
は
、
。
ろ

0
5
判
決
あ
る
い
は

(O
号

0
5
判
決
を
引
用
す
る

)
EZ
S
判
決
に
理
解
を
示
し
つ
つ
も
、
連
邦
議
会
の
判
断
に
よ
れ
ば
、

生
身
の
子
ど
も
の
保
護
だ
け
で
、

サ
イ
バ

ー
・

チ
ャ
イ
ル
ド
ポ
ル
ノ
の
規
制
を
正
当
化
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
点
を
ど
う
解
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
結
局
の

と
こ
ろ
、
従
来
の
判
例
が
示
し
て
き
た
立
法
目
的
を
ど
う
解
す
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
豆
印
刷
4
2
8
2
n
z
の
O
白

E
S
控
訴
裁
判
所
決
定
・

法
廷
意
見
の
よ
う
に
、
(
チ
ャ
イ
ル
ド
ポ
ル
ノ
の
)
表
現
規
制
H
生
身
の
子
ど
も
の
保
護
、
所
持
規
制
H
そ
の
他
の
規
制
目
的
、
と
表
現
規

制
と
所
持
規
制
の
目
的
を
分
離
し
て
解
し
、
本
件
の
よ
う
に
表
現
規
制
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
前
者
の
規
制
目
的
の
み
が
認
定

さ
れ
る
と
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
表
現
規
制
も
所
持
規
制
に
つ
い
て
も
、
そ
の
規
制
目
的
を
一
緒
く
た
に
解
し
、
サ
イ
バ

ー
・

チ
ャ
イ
ル

ド
ポ
ル
ノ
の
規
制
に
あ
っ
て
も
、
そ
の
規
制
目
的
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
叶
宮
司
2
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説
号沿、

日間

n
s
E
S
控
訴
裁
判
所
決
定

・
反
対
意
見
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
生
身
の
子
ど
も
の
保
護
を
「
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
政
府
利
益
」
と

し
な
が
ら
、
そ
の

一
方
で
、
そ
の
他
の
規
制
目
的
は
「
正
当
な

(
Z
m
E
B由席
)
利
益
」
と
し
て
区
別
し
て
い
る
。
こ
の
反
対
意
見
は、

厳
格

審
査
基
準
で
は
な
く
比
較
衡
量
を
と
っ
て
い
る
た
め
に
、
規
制
利
益
の
強
度
の
違
い
が
表
面
上
問
題
と
な
ら
な
い
構
造
を
と
っ
て
い
る
が
、

反
対
意
見
に
お
い
て
も
、

二
つ

の
規
制
目
的
は
質
的
に
異
な
る
と
解
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
規
制
利
益
の
強
度
を
異

ω同}
刊

mw
mH
F

な
ら
せ
て
い
る
説
明
が
つ
か
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
れ
か
ら
、

規
制
目
的
か
ら
導
か
れ
る
規
制
利
益
の
分
離
可
能
性
に
つ

規
制
目
的
、

後
の
連
邦
最
高
裁
に
お
け
る
判
断
が
注
目
さ
れ
る
が
、

(
問
)
(
問
)

(
則
)

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

少
な
く
と
も
現
段
階
で
は
、

両
者
を
二
分
可
能
と
す
る
理
解
の
方
が
妥
当

い
て
は
、

(1
)
E
F
F
-
Z
o
-
-
宏
4
5
h
f

ご。∞
E
-
u
a
(
n
a
S
E
E
d
s
ι
邑
民
主
C
め
の
抑

-u
ナ
宏
之
包
宅
--3a))・一
九
九
六
年
通
信
法
の
特
色
は
次
の
点
に
あ

る
。
①
地
域
電
話
市
場
へ
の
競
争
原
理
の
導
入
、
②
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
(
国
民
へ
の
公
平
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
地

域
格
差
な
ど
を
是
正
)
、
③
地
域
電
話
会
社
の
別
分
野
へ
の
新
規
参
入
の
承
認
、
④
の〉
1

『〈
事
業
の
料
金
規
制
の
緩
和
、
⑤
放
送
事
業
者
の
所
有

上
限
規
制
の
緩
和
、
@
わ
い
せ
つ
/
暴
力
番
組
へ

の
規
制

(サ
イ
バ
ー

ス
ペ

ー
ス
上
の
規
制
と
と
も
に
、

米
国
内
で
販
売
さ
れ
る
テ
レ
ビ
へ

暴

力
番
組
な
ど
特
定
の
番
組
の
受
信
を
遮
断
す
る

V

(バ
イ
オ
レ
ン
ス
)
チ
y
プ
搭
載
の
義
務
づ
け
)
で
あ
る
(
小
尾
敏
夫

『通
信
新
時
代
の
海

図
』
(
日
経
切
司
社

・
一
九
九
六
年
)一

0
1
四
三
頁
)
。
更
に
、
城
所
岩
生

『米
国
通
信
改
革
法
解
説
』
(
木
鐸
社

・
二
O
O
-
-
年
)
、
城
所
岩
生

「
米
国
通
信
法
改
正
〔
I
〕
」
際
商
二
四
巻

一一

号

一
一
三
八
頁
以
下
(
及
び
、
同
誌
に
お
け
る
残
り

一
六
回
の
連
載
)
、
郵
政
省
郵
政
研
究
所

編
『
一

九
九
六
年
米
国
電
気
通
信
法
の
解
説
』
(
商
事
法
務
研
究
会

・
一
九
九
七
年
)、
清
家
秀
哉
「
米
国
一

九
九
六
年
電
気
通
信
法
」
法
コ
ン

五
号
一
五
二
三
頁
、
清
家
秀
哉
「
ア
メ
リ
カ
の

一
九
九
六
年
電
気
通
信
法
の
概
要
」
『
ジ
ュ

リ
ス
ト
増
刊

・
変
革
期
の
メ
デ
ィ
ア
』
五
九

|
六

五
頁
等
参
照
。

(2
)
連
邦
議
会
を
通
過
し
た
の
は
二
月
一
日
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
日
、
わ
が
国
で
初
め
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ

ス
プ
ロ
パ
イ
ダ
の

ベ
ッ

コ
ア
メ
・
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
が
家
宅
捜
索
を
受
け
た

(
堀
部
政
男

「
わ
い
せ
つ
画
像
の
発
信
と
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
規
制
」
法
教

一
八
七

北法55(3・146)1052



サイパースペースと表現の自由 (3) 

号
一

O
四
頁
、
立
花
隆
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
探
検
』
(
講
談
社

・
一
九
九
六
年
)
七
九
頁
参
照
)
。

(3)
司Eσ
円、
.zo--CAF--OAF-
ニ
。
忠
良
・
己
凶
(no念
出
町
内
同
国

5
2品目品白円

hsc-∞・の・抑
一N
N
凶(回)'(宮)(目
E
-
u
司・

3
由也))
・

(
4
)
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
上
の
わ
い
せ
つ
な
、
下
品
な
、
明
ら
か
に
不
快
な
通
信
の
規
制
に
関
す
る
条
項
は
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る

は
、
郵
政
省
郵
政
研
究
所
編
・
前
掲
書

[注
l
]
二
八
四

|
二
八
九
頁
に
よ
る
)
。

〈
第
五
O
二
条

一
九
三
四
年
通
信
法
下
で
の
電
気
通
信
施
設
の
わ
い
せ
つ
な
及
び
迷
惑
な
利
用
〉

第
二
二
三
条
(
さ

C
・臼・。
-
m
M
M
凶
)
を
次
の
よ
う
に
修
正
す
る
。

ω例
項
を
削
り
、
次
の
項
を
加
え
る
。

「
例
次
に
該
当
す
る
い
か
な
る
者
も
、
合
衆
国
法
典
第
一
八
編
に
基
づ
く
罰
金
若
し
く
は
二
年
以
下
の
禁
固
に
処
し
、
又
は
こ
れ
ら
を
併
科
す

る。
「

ω州
際
通
信
又
は
国
際
通
信
に
つ
い
て
、
次
の
行
為
を
行
っ
た
者

「
凶
電
気
通
信
装
置
に
よ
っ
て
故
意
に
、
他
人
を
不
快
に
し
、
虐
待
し
、
強
迫
し
又
は
い
や
が
ら
せ
を
す
る
目
的
で
、
わ
い
せ
つ
な
、
淫

ら
な
、
好
色
な
、
卑
狼
な
又
は
下
品
な
評
論
、
要
求
、
提
案
、
申
し
出
、
画
像
、
そ
の
他
の
通
信
に
つ
い
て
、
次
の
事
項
を
行
っ
た
者

「

ω当
該
通
信
を
行
い
、
作
成
し
又
は
要
請
す
る
こ
と
。

「

ω当
該
通
信
の
伝
送
を
行
う
こ
と
。

「
倒
電
気
通
信
装
置
に
よ
っ
て
故
意
に
、
当
該
通
信
の
作
成
者
が
電
話
を
か
け
た
か
又
は
通
信
を
自
ら
行
っ
た
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、

当
該
通
信
を
受
信
す
る
も
の
が
一
八
才
以
下
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
わ
い
せ
つ
な
又
は
下
品
な
論
評
、
要
求
、
提
案
、
申
し
出
、

画
像
そ
の
他
の
通
信
に
つ
い
て
、
次
の
行
為
を
行
っ
た
者
。

「

ω当
該
通
信
を
行
い
、
作
成
し
又
は
要
請
す
る
こ
と
。

「

ω当
該
通
信
の
伝
送
を
行
う
こ
と
。

間
同
条
の
末
尾
に
次
の
項
を
加
え
る
。

「
同
次
に
該
当
す
る
い
か
な
る
者
も
、
合
衆
国
法
典
第
一
八
編
に
基
づ
く
罰
金
若
し
く
は
二
年
以
下
の
禁
固
に
処
し、

又
は
こ
れ
ら
を
併
科
す

る
。
「川
州
際
通
信
又
は
国
際
通
信
に
お
い
て
故
意
に
、
双
方
向
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

・
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
が
呼
を
発
し
又
は
通
信
を
始
め
た
か
ど

北法55(3・147)1053
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説

う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
現
代
の
社
会
基
準
に
照
ら
し
て
明
ら
か
に
不
快
感
を
与
え
る
と
さ
れ
る
用
語
に
よ
っ
て
、
性
的
な
又
は
排
池
の
行
為

又
は
器
官
を
文
脈
上
描
写
し
又
は
記
述
す
る
論
評
、
要
求
、
提
案
、
申
し
出
、
画
像
の
そ
の
他
の
通
信
に
つ
い
て
次
の
行
為
を
行
っ
た
者

「
凶
当
該
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
一
八
才
以
下
の
特
定
の
者
に
伝
送
す
る
こ
と

「
倒
当
該
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
一
八
才
以
下
の
者
が
利
用
可
能
な
方
法
で
表
示
す
る
者

「
山
自
ら
の
支
配
下
に
あ
る
電
気
通
信
設
備
が
川
に
お
い
て
禁
止
す
る
行
為
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
意
図
し
て
、

を
当
該
行
為
の
た
め
に
利
用
す
る
こ
と
を
許
可
し
た
者

三也
ロ岡

故
意
に
当
該
設
備

*
ま
た
、
の
り
〉
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
パ
イ
ダ
(
例
川
)
、
善
音
ム
の
雇
用
主
(
例
凶
)
、
お
よ
び
、
未
成
年
者
に
よ
る
不
快
な
表
現

へ
の
ア
ク
セ
ス
を
制
限
す
る
た
め
に
「
合
理
的
、
効
果
的
、
そ
し
て
適
切
な
措
置
」
を
誠
実
に
取
っ
た
個
人
(
例
川
)
に
対
し
て
は
刑
事
責
任
を

免
れ
る
た
め
の
防
御
条
項
を
定
め
て
お
り
、
更
に
、
下
記
の
防
御
条
項
の

一
つ
を
誠
実
に
行
使
し
た
あ
ら
ゆ
る
者
に
対
し
て
、
刑
事
上
民
事
上
の

責
任
を
免
除
す
る
規
定
を
置
い
て
い
る
(
川
川
)
。

「
例
法
律
に
よ
り
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
そ
の
他
の
防
御
に
加
え
て
、
次
の
防
御
を
適
用
す
る
。

「

ωい
か
な
る
者
も
、
自
ら
の
支
配
下
に
な
い
設
備
、
シ
ス
テ
ム
若
し
く
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
ア
ク
セ
ス
若
し
く
は
接
続
又
は
こ
れ
ら
か

ら
の
ア
ク
セ
ス
若
し
く
は
接
続
を
提
供
し
た
と
い
う
理
由
の
み
に
よ
り
、
山
門
項
又
は

ω項
に
違
反
し
た
と
み
な
し
て
は
な
ら
な
い
。
当
該
設

備
、
シ
ス
テ
ム
又
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
、
通
信
コ
ン
テ
ン
ツ
の
作
成
を
含
ま
な
い
当
該
ア
ク
セ
ス
又
は
接
続
の
提
供
に
付
随
す
る
伝
送
、

ダ
ウ
ン

ロ
l
ド
、
中
間
記
憶
、
ア
ク
セ
ス
・
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
そ
の
他
の
関
連
す
る
機
能
を
含
む
。

「
凶
い
か
な
る
雇
用
主
も
、
被
用
者
又
は
代
理
人
の
行
為
が
そ
の
雇
用
又
は
代
理
権
の
範
囲
外
で
あ
り
、
か
っ
、

当
該
被
用
者
若
し
く
は
代

理
人
の
行
為
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
当
該
雇
用
主
が

ω当
該
行
為
を
知
っ
た
上
で
そ
れ
を
承
認
し
若
し
く
は
追
認
せ
ず
又
は
倒
当
該
行
為
を

不
注
意
に
も
無
視
し
な
い
限
り
は
、
当
該
行
為
に
対
し
て
本
条
に
基
づ
き
責
任
が
あ
る
と
み
な
す
も
の
で
は
な
い
。

「
同
あ
る
者
が
次
の
行
為
を
行
っ
た
こ
と
は
、
川
門
項
削
倒
若
し
く
は

ω項
に
基
づ
く
刑
事
訴
追
又
は
例
項
削
倒
に
基
づ
く
活
動
の
た
め
に
利

用
す
る
設
備
に
関
し
て
例
項
削
に
基
づ
く
刑
事
訴
追
に
対
す
る
防
御
に
な
る
。

「

ωそ
の
者
が
当
該
条
項
に
規
定
す
る
通
信
へ
の
未
成
年
者
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
を
制
限
し
又
は
防
止
す
る
た
め
に
状
況
に
応
じ
て
合
理
的
、
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サイパースペースと表現の自由 (3) 

効
果
的
か
つ
適
切
な
措
置
を
誠
実
に
と
っ
た
こ
と
。
こ
の
場
合
、
当
該
措
置
に
は
、
利
用
可
能
な
技
術
に
従
っ
て
実
行
可
能
な
い
か
な
る

方
法
を
も
含
む
、
未
成
年
者
に
よ
る
当
該
通
信
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
制
限
す
る
適
切
な
措
置
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
倒
そ
の
者
が
認
証
済
み
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

・
カ
ー
ド
、
支
払
い
勘
定
、
成
人
ア
ク
セ
ス
・
コ

ー
ド
又
は
成
人
識
別
番
号
の
使
用
を
要
請
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該
通
信
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
制
限
し
た
こ
と
。

「川
川
い
か
な
る
訴
訟
の
申
立
て
も
、
刑
事
罰
又
は
民
事
罰
に
よ
り
罰
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
法
律
に
違
反
し
て
い
な
い

行
為
で
あ
っ
て
、
本
条
に
規
定
す
る
通
信
の
伝
送
又
は
そ
れ
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
制
限
し
又
は
防
止
す
る
た
め
に
本
条
そ
の
他
の
規
定
に
基
づ
き

授
権
さ
れ
て
い
る
防
御
手
段
を
実
施
す
る
た
め
に
あ
る
も
の
が
誠
実
に
と
っ
た
行
為
を
理
由
と
し
て
、
そ
の
者
を
相
手
と
し
て
、
裁
判
所
又
は

行
政
機
関
に
訴
訟
又
は
申
立
て
を
提
起
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

(
5
)
改
正
以
前
の
同
条
項
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
米
国
通
信
法
研
究
会
一
編
『
米
国
通
信
法
注
解
(
第
一
分
冊
)
」
(
電
気
通
信
政
策
総
合
研

究
所

・
一
九
九
一
年
)
三
七
七
|
三
九
O
頁
参
照
。

(6)
〉の
F
C
〈・閉山由ロ
0
・
喧
い
N

唱
出
∞
ロ京】・∞
ωム
(
開

0
・市田・

3
深山
)
[F
O
B
E白
『
円
四
円
勾
問
、

S
H
]
・

(
7
)
通
信
品
位
法
(
の
U
〉
)
に
対
す
る
違
憲
判
断
に
つ
き
、
松
井
茂
記
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
憲
法
学
』
(
岩
波
書
庖

・
二
O

O
二
年
)

一
六
回
頁

以
下
、
長
谷
部
恭
男
『
憲
法
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』
(
岩
波
書
庖
・

一
九
九
九
年
)

二
O
五
頁
以
下
、
常
本
照
樹
「
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
お
け

る
表
現
の
法
的
規
制
と
私
的
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
」
田
村
善
之
編
『
情
報

・
秩
序

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
(
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会

・
一
九
九
九
年
)

二
五
五
頁
以
下
、

山
口
い
つ
子
「
サ
イ
バ
ー
ス
ペ

ー
ス
に
お
け
る
表
現
の
自
由

・
再
論
」
東
京
大
学
社
会
情
報
研
究
所
紀
要
五
三
号
三
=
一
頁
以

下
、
山
口
い
つ
子
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
表
現
の
自
由
」
『
ジ
ユ
リ
ス
ト
増
刊
・
変
革
期
の
メ
デ
ィ
ア
』
一
ム
ハ
一二頁
以
下
、
阪

口
正
二
郎
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
性
表
現
の
規
制
」
法
時
七
O
巻
八
号

一
O

O
頁
以
下
、
福
島
力
洋
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
表
現
の
自

由
」
阪
法
四
八
巻
四
号
五
七
頁
以
下
、
萩
原
滋
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
言
論
の
自
由
」
愛
大
一
四
七
号
八
三
頁
以
下
、
立
山
紘
毅
「
米

国
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
法
規
制
ー
の
り
〉
と
の
O
司
〉
|
」
岡
村
久
道
編
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
訴
訟
2
0
0
0
』(
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
パ
ブ
リ
ッ

シ
ン
グ
・

二
0
0
0
年
)
三
O
二
頁
以
下
、
浜
田
良
樹

「
ア
メ
リ
カ
通
信
品
位
法
ち
り
と
と
コ
ン
テ
ン
ツ
規
制
」
藤
原
宏
高
編

『サ
イ
バ
ー

ス
ペ

ー
ス
と
法
規
制
』
(
日
本
経
済
新
聞
社

一
九
九
七
年
)
四
五
頁
以
下
、
松
井
茂
記
・
福
島
力
洋

「
資
料

一
レ
ノ
対
ア
メ
リ
カ
自
由
人
権
協

会
事
件
合
衆
国
最
高
裁
判
所
判
決
」
阪
法
四
八
巻
四
号

一
四
七
頁
以
下
、
渥
美
東
洋
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
下
品
な
伝

達
を
す
る
行
為
を
規
律
す
る
法
律
を
第
一
、
第
五
修
正
に
違
反
す
る
、
違
憲
で
あ
る
と
判
示
し
た
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
地
方
裁
判
所
と
控
訴
裁

北法55(3・149)1055



説自命

判
所
の
合
同
判
決
に
つ
い
て
」
判
タ
九
二
三
号
七
六
頁
以
下
、
吉
居
秀
樹
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
法
」
石
村
善
治
・
堀
部
政
男
編

『
情
報
法
入
門
』

(
法
律
文
化
社

・
一
九
九
九
年
)
一

O
九
頁
以
下
、
内
藤
順
也
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
表
現
の
自
由
」
際
商
二
四
巻
八
号
七
九
七
頁
以
下
、
棚

橋
元
「
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
法
律
問
題
と
現
状
で
の
対
応
策
削
」

N
B
L
六
一
九
号
五
三
頁
以
下
、
岡
村
久
道

・
近
藤

剛
史
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
法
律
実
務
』
(
新
日
本
法
規

・
一
九
九
七
年
)

一
一
一
一
一
頁
以
下
、
平
野
晋
・
牧
野
和
夫
『判
例
国
際
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ

ト
法
|
サ
イ
バ

ー
ス
ペ

ー
ス
に
お
け
る
法
律
常
識
l
』
(
プ
ロ
ス
パ

l
企
画
・
一
九
九
八
年
)

一
O
七
頁
以
下
、
城
所
・
前
掲
書
[
注
I
]

一
九

五
頁
以
下
、
二
五
一
頁
以
下
(
城
所
「
米
国
通
信
法
改
正
〔
ロ
ご
際
商
二
五
巻
一
一
号
一
一
一

O
九
頁
以
下
、
城
所
「
米
国
通
信
法
改
正
〔
日
〕
」

際
商
二
六
巻
二
号
一
五
九
頁
以
下
、
城
所
「
米
国
通
信
法
改
正
〔
日
〕
」
際
商
二
六
巻
三
号
三
O
六
頁
以
下
も
同
旨
)
、
ジ
ヨ
ナ
サ
ン
・
ロ

l
ズ

ナ
l

(
銀
座
第
一
法
律
事
務
所
訳
)
『
サ
イ
バ
ー
ロ

l

l
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
法
律
l
』
(
中
央
経
済
社

・
一
九
九
九
年
)

一
四
五
頁
以
下
、
山

崎
治
「
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
お
け
る
表
現
の
自
由
|
米
国
の
通
信
品
位
法
を
中
心
に
|
」

レ
フ
ァ
五
六
一
号
五
二
頁
以
下
、
平
野
晋
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
の
猿
察
情
報
を
取
り
締
ま
る
か
九
六
年
通
信
品
位
法
。
の
違
憲
判
断
が
連
邦
最
高
裁
に
て
支
持
さ
れ
る
l
m
g
O
〈
E

〉
門U
「ピ
l
」
際

商
二
五
巻
七
号
八
O
二
頁
以
下
等
が
あ
り
、
サ
イ
バ

ー
ス
ペ
ー
ス
上
の
表
現
の
自
由
の
問
題
を
考
察
し
た
文
献
と
し
て
、
高
橋
和
之
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
と
表
現
の
自
由
」
ジ
ユ
リ

一一

一
七
号
二
六
頁
以
下
、
高
橋
和
之
「
『イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
法
制
』
の
現
況
と
未
来
像
」
ジ
ユ
リ

一
一
五
O

号
七
六
頁
以
下
、
大
沢
秀
介
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
表
現
の
自
由
」
法
教

一
九
四
号
八

一
頁
以
下
、
松
井
茂
記
「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
表
現

行
為
と
表
現
の
自
由
」
高
橋
和
之
+
松
井
茂
記
編

『イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
と
法
〔
第
3
版
〕
』
(
有
斐
閣

・
二
O
O
四
年
)

一
三
頁
以
下
、
松
井
茂

記
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
憲
法
」
公
法
六
四
号
四
一
官
貝
以
下
、
常
本
照
樹
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
表
現
の
自
由
」
計
算
機
統
計
学
九
巻
二
号

一

二
九
頁
以
下
、
李
仁
森
「
網
路
内
容
規
制
立
法
之
違
憲
審
査
輿
表
現
自
由
1

以
美
国
法
上
針
網
路
色
情
規
制
立
法
之
憲
法
訴
訟
為
線
索
」
園
立

中
正
大
準
法
挙
集
刊

一
二
期
三
五
頁
以
下
、
山
口
い
つ
子
「
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
お
け
る
表
現
の
自
由
」
東
京
大
学
社
会
情
報
研
究
所
紀
要

五
一
号
一
五
頁
以
下
、
白
田
秀
彰
「
情
報
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
展
と
法
的
課
題
」
堀
部
政
男
編
『
情
報
公
開

・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
比
較
法
』
(
日

本
評
論
社
・
一
九
九
六
年
)
三
七
七
頁
以
下
、
立
山
紘
毅
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
見
極
め
る
効
用
と
反
効
用
」
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
弁
護
士

協
議
会
編
+
村
井
純

『イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
法
学
案
内
』
(
日
本
評
論
社
・
一

九
九
八
年
)
一
三
頁
以
下
、
川
岸
令
和
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

(
表
現

の
自
由
②
)
」
法
教
二
二
四
号
二

O
頁
以
下
、
戸
松
秀
典
「
憲
法
価
値
の
具
体
的
実
現
|
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
寄
与
を
考
え
る
|
」
法
教
二
四
四
号

八
頁
以
下
、
安
西
文
雄
「
表
現
の
自
由
と
合
衆
国
裁
判
所
の
メ
デ
ィ
ア
特
性
論
」
舟
田
正
之

・
長
谷
部
恭
男
編
『
放
送
制
度
の
現
代
的
展
開
』(
有

斐
閣
・
二

O
O
一
年
)
一
四
一
頁
以
下
、
拙
稿
「
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
対
す
る
表
現
内
容
規
制
立
法
と
そ
の
違
憲
審
査
基
準
ア
メ
リ
カ
に
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サイバースペースと表現の自由 (3) 

お
け
る
ア
ダ
ル
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
規
制
を
素
材
と
し
て
|
」
北
大
法
学
研
究
科
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
サ
ー
チ

・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
六
号
二
一

五
頁
以
下
等
が

あ
る
。

(8)

一
九
九
六
年
通
信
法
五
六
一
条
刷
は
、
跳
躍
上
告
に
つ
き
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
「
上
訴
の
審
理
l
法
律
の
他
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
本
編
若
し
く
は
本
編
に
よ
る
修
正
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
が
違
憲
で
あ
る
と
認
定
す
る
例
項
に
基
づ
く
訴
訟
に
お
け
る
三
人
の
判
事
よ
り
な

る
当
該
裁
判
所
に
お
け
る
中
間
又
は
最
終
の
判
決
又
は
命
令
は
、
最
高
裁
判
所
へ
の
跳
躍
上
告
に
よ
り
権
利
事
項
と
し
て
審
査
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
当
該
上
告
は
当
該
判
決
又
は
命
令
の
登
録
後
二
O
日
を
超
え
な
い
間
に
提
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
(
訳
は
、
郵
政
省
郵
政
研
究

所
編
・
前
掲
書
[
注

1
]
三
O
八
l
三
O
九
頁
に
よ
る
)
。

(9
)
刃向ロ
O

〈〉(リ
HLC
咽凶

M-c-∞∞
AF
A
f
-
-
、判
的
の
片

M凶一山唱(石喝
、可
)[F
2
2ロ白
3
0
円河内、同。旬、]・

(
叩
)
政
府
側
は
、

2
5
z
a
〈

Z
2、ペ
O
『

F
S
C
C
∞
色
甲

(
3
2
)、
明
の
の
〈

E
2
3
2
2
E
E邑
o=咽
お
∞
C
-印
。
叶

Ma(
-2
∞)、

c
q
o『
m
g
gロ〈
-

E
a
t自
由
叶

zgsaw
当
u
c
-∞・

士
会
温
品
)
の
三
つ
の
判
決
の
存
在
を
合
憲
の
根
拠
と
し
て
い
た
が
、
法
廷
意
見
は
以
下
の
理
由
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

判
決
が
示
し
た
法
理
が
、
今
回
の
判
決
に
は
適
用
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。

判
。
5
∞
宮
門
伺
判
決
と
の
違
い
:
・
一
七
歳
以
下
の
未
成
年
に
有
害
な
表
現
の
販
売
を
禁
じ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
法
は
、
の
り
〉
と
次
の
点
で
異
な

る
。
①
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
法
で
は
、
親
が
子
ど
も
に
対
し
て
、
そ
の
よ
う
な
雑
誌
を
買
い
与
え
る
こ
と
が
明
示
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、

の
り
〉
に
は
そ
の
よ
う
な
選
択
肢
は
存
在
し
な
い
こ
と
、
②
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
法
の
適
用
範
囲
は
、
商
取
引
に
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、
の
り
〉
に
は

そ
の
よ
う
な
限
定
が
な
い
こ
と
、
③
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
法
で
は
、
不
快
な
表
現
と
い
う
た
め
に
は
、
未
成
年
に
と
っ
て
完
全
に
社
会
的
重
要
性

を
欠
い
て
い
る
も
の
と
い
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
の
り
〉
に
は
、
「
下
品
」
な
い
し
「
明
ら
か
に
不
快
」
の
用
語
に
対
す
る
定
義
が
与
え
ら
れ

て
い
な
い
こ
と
、
④
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
法
は
一
七
歳
以
下
を
未
成
年
と
定
義
し
て
い
る
が
、
の
り
〉
は

一
八
歳
以
下
を
適
用
範
囲
と
し
て
い
る
こ

と
。
河
内
司
。
ロ
.
u
N
-
c
.∞

民
∞
m
u
a∞
B
B
.

川

E
口

5
2
判
決
と
の
違
い
:
・ラ
ジ
オ
に
よ
る
下
品
な
放
送
の
規
制
を
承
認
し
た
司
2
5
2
判
決
と
、
次
の
点
で
異
な
る
。
①
司
R
5
2
判
決

が
認
め
た
表
現
内
容
規
制
は
、
下
品
な
内
容
が
放
送
で
流
さ
れ
る
限
り
に
お
い
て
課
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
の
り
〉
は
そ
の
よ
う
な

内
容
の
送
信
を
、
あ
ら
ゆ
る
時

・
方
法
に
よ
っ
て
も
(
完
全
に
)
禁
じ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
②

E
n
s
g
判
決
で
は
公
式
な
処
罰
(
『

0
5包

窓口

ngg)
は
課
さ
れ
な
か
っ
た
が
(
』
O
Z
Z
開

Z
O
ぞ
〉
穴
待
問
O
Z
〉「
0
0
・
m
o
↓c
z
o
p
の
O
Z
印↓
-4
C
三
O
Z
〉
「
戸
〉
老
ニ
ヨ
(
凶
吾
包
・

3
3
)
)、
の
り
〉
は

刑
事
罰
を
課
す
も
の
で
あ
る
こ
と
、
①
電
波
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
は
、
長
い
間
、

制
限
さ
れ
た
形
で
の
保
障
が
与
え
ら
れ
て
き
た
が
、
イ
ン
タ
ー
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H
a
n-玄司
-
H
Z
寸
「

hw
《

UO
玄
七
戸
・
』・

ι
2・A
#

∞
凶
(
]
遺
品
)
)
。
し
か
し
、
従
来
型
の
メ
デ
ィ
ア
特
性
分
析
を
適
用
し
続
け
た
場
合
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
技

術
発
展
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
電
波
メ
デ
ィ
ア
と
同
様
の
保
障
し
か
与
え
ら
れ
な
く
な
る
恐
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
点
に
は
注
意
が
必

要
で
あ
る

(U
o
z
gツ
迂
-
R

巴
N
・
0
白
ミ
ロ
・
と

-gp
呂
町
Q
Xミ
ミ
ミ

E
u--
討
さ
込
ミ
吉
弘

句
告
さ
ミ

ミ
忌
刊
百
三
〉
ミ
ミ
藷

SH
司
、
己
主
出

、HaC「

E
F・』・
5
凶・

3v-出
(
-
3
3・
更
に
、
拙
稿

・
前
掲
「
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
対
す
る
表
現
内
容
規
制
立
法
と
そ
の
違
憲
審
査
基
準
」
[
注

7
]
二
三
三
頁
、
山
口
・
前
掲
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
表
現
の
自
由
」
[
注
7
]

一
六
四
一
六
五
頁
参
照
)
。

(児
)
本
件
で
は
、
こ
の
点
で
第
一
修
正
に
反
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
連
邦
地
裁
決
定
に
お
け
る
パ
ッ
ク
ウ
オ
ル
タ

l

(m
o
E
E

切

EnrJE
Z
R
)
裁
判
官
個
別
意
見
と
は
異
な
り
、
第
五
修
正
の
判
断
に
は
踏
み
込
ま
な
か
っ
た
。
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
対
す
る
表
現
内
容
規
制

立
法
と
第
五
修
正
(
デ
ユ

l
プ
ロ
セ

ス
)
と
の
関
係
は
、
学
説
上
、
そ
の
問
題
点
は
指
摘
さ
れ
つ
つ
も
、
判
決
に
お
い
て
は
、
後
の
の
O
司〉

に

対
す
る
第
三
控
訴
裁
判
所
決
定
に
お
い
て
も
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。

(日
)
河町、悼
む
と
・凶
M-c-∞・箆∞斗品・

(却
)
の
り
〉
の
中
心
と
な
る
条
文
は
、

二
二
三
条
例
川
と
仙
川
で
あ
る
が
、
前
者
に
は
「
下
品
な
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
後
者
に
は
「
明
ら

か
に
不
快
な
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
政
府
は
両
方
の
語
は
同
義
で
あ
り
、
ゆ
え
に
殴
昧
性
の
問
題
は
生
じ
な
い
と
主
張
し
た
が
、
連
邦

最
高
裁
は
そ
の
よ
う
な
立
場
に
は
立
た
な
か
っ
た
。

(幻

)
P
5
hh・
凶N
ご
」
・∞
・白
押
∞
斗
凶
・
連
邦
最
高
裁
は
、
連
邦
地
裁
に
お
け
る
事
実
認
定
(
現
時
点
で
は
、
下
品
な
表
現
の
送
り
手
が
、
そ
の
受
け
手
の

年
齢
を
確
認
す
る
容
易
な
手
段
が
な
い
こ
と
)
を
前
提
と
す
れ
ば
、
の
り
〉
は
イ
ン

タ
ー
ネ

ッ
ト
上
の
大
人
に
よ
る
表
現
の
か
な
り
の
部
分
を
制

約
し
て
し
ま
う
と
し
て
い
る
。

(
辺
)
ミ

包

∞
ゴ
「
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ス
ピ
ー
チ
や
営
利
組
織
に
限
定
す
る
の
で
は
な
く
」
、
む
し
ろ
、
「
の
り〉

に
よ
る
際
限
の
な
い
禁
止
が
、
下
品
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ポ
ス
ト
す
る
、
も
し
く
は
自
ら
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
に
表
示
さ
せ
る
、
す
べ
て
の
非
営
利
組
織
お
よ
び
個
人
に
適
用
さ
れ
る
点
に

お
い
て
、
広
汎
性
は
全
く
先
例
の
な
い
も
の
で
あ
る
」
。

(お
)
な
お
、
(
大
人
に
よ
る
表
現
に
対
す
る
法
律
の
規
制
が
厳
格
審
査
基
準
に
服
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
違
憲
と
さ
れ
る
ほ
ど
に
過
重
な
規
制
で

は
な
い
こ
と
を
立
証
す
る
た
め
に
)
政
府
側
が
提
出
し
た
抗
弁
、
お
よ
び
、
の
り
〉
に
お
け
る
防
御
条
項
に
対
す
る
連
邦
最
高
裁
の
判
断
は
次
の

通
り
で
あ
る
。

政
府
側
は
抗
弁
と
し
て
、
①
情
報
の
伝
達
に
は
、

サイパースペースと表現の自由 (3) 

他
に
も

(イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
以
外
に
も
)
多
く
の
代
替
手
段
が
あ
る
が
ゆ
え
に
合
憲
で
あ

北j去55(3・153)1059



説
:;;:.l入
函岡

る
こ
と
、
②
「
故
意

(EC三
巴
常
)
」
お
よ
び

「特
定
の
者
(
印
克
己
宮
宮

Z
S
)」
の
要
件
の
意
味
は
明
確
で
あ
り
、
適
用
可
能
で
あ
る
こ
と
、

③
口
)
〉
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
る
表
現
は
社
会
的
価
値
を
欠
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
、
の
三
点
を
あ
げ
て
い
た
。
し
か

し
、
連
邦
最
高
裁
は
、
①
こ
の
よ
う
な
抗
弁
は

「時
・
場
所

・
方
法
の
規
制
」
に
根
拠
を
置
く
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は
適
用
で
き
な
い
、

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
性
質
は
、
事
実
上
、
(
自
分
が
発
信
し
た
情
報
を
)
誰
が
受
け
取
る
の
か
を
特
定
的
に
知
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
故
意
の
要
件
を
本
来
の
意
味
で
理
解
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
、
③
科
学
的
教
育
的
あ
る
い
は
他
の
社
会
的
価
値
を
有
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
表
現
が
、
の
り
〉
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
表
現
の
持
外
に
あ
る
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
、
と
述
べ
て
、
政
府
側
の
抗
弁
を
い
ず

れ
も
斥
け
て
い
る
。
注
目
白
押
∞
司
ー
∞
∞
-

二
つ
の
防
御
条
項
に
つ
い
て
、
政
府
側
は
、
①
「
誠
実
で
合
理
的
効
果
的
か
つ
適
切
な
行
為
」
条
項
(
一
一
二
三
条
例
同
凶
)
の
下
で
、
情
報

の
送
り
手
に
よ
る
タ
ギ
ン
グ
は
有
効
な
抗
弁
と
な
り
う
る
こ
と
、
②
「
認
証
済
み
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
/
成
人
識
別
番
号
」
条
項
(
二
二
コ
一

条
例
同
倒
)
は
、
の
り
〉
の
合
憲
性
を
救
う
も
の
で
あ
る
こ
と
、
を
主
張
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
連
邦
最
高
裁
は
、
①
タ
ギ
ン
グ
技
術
は
ま

だ
利
用
可
能
な
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
た
と
え
そ
れ
が
利
用
可
能
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
す
べ
て
の
送
り
手
が
自
ら
の
表
現
に
タ
グ
を
つ
け

る
保
障
は
な
い
、
②
そ
の
よ
う
な
認
証
技
術
は
大
抵
の

一
般
人
に
と
っ
て
は
金
銭
的
な
問
題
か
ら
実
行
不
能
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
技
術
の
存

在
を
も
っ
て
合
憲
性
を
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
し
て
い
る
。
ミ
田
三
∞
∞
ナ
∞
∞
N

(
剖
)
迂
・巳
∞
∞
a
'
∞
ヨ
-

(
お
)
ミ
・
民
寄
与
』
∞
ま

(お
)

J

「
『
弱
者
E
S
Z
O
E明
白
。
B
2
0同
門

zn
匂『四回的印刊
n
E
Rア
的

E
2
4
5
2
S
【

Fm
司円四回
E
E
F
]申
2
0
B
N
E・
N
a
z
s
S
3・
Z
G・
¥
言
き
そ
・
手

E
5
2
8
問
。
〈
¥
者
坦
Z
2
¥一Z
S
E
3斗
CENaa斗}凶∞
F
5
-
2
2
2
5己
)
・
こ
の
点
に
つ
き
、
「
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
情
報
流
通
ル

l
ル
に
関

す
る
研
究
会
報
告
書
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
流
通
ル

l
ル
に
つ
い
て
|
」
宝
石
込
者
5
2
0己
自
己
・
加
。
・
」
主
宰
o
l
z
Eロサ円相
g
B
F
g旦
告
白
号
『

印
刊
注
目
呉
3
8
5ど
き
一
Z
E
(
Z
2
〈
-28己〉同)こ咽
M
8
3
)
、
福
島
・
前
掲
論
文
[
注
7
]
七
三
頁
、
牧
野
二
郎
『
市
民
力
と
し
て
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
』
(
岩
波
書
庖
・

一
九
九
八
年
)
七
二
頁
参
照
。

(
幻
)
源
泉
規
制
、
蛇
口
規
制
の
用
語
は
、
浜
田
・
前
掲
論
文
[
注
7
]
七
九
頁
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
源
泉
規
制
H
法
規

制
、
蛇
口
規
制
H

ユ
ー
ザ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
意
味
で
用
い
て
い
る
。

(
お
)
た
だ
し
、
わ
い
せ
つ
な
表
現
や
チ
ヤ
イ
ル
ド
ポ
ル
ノ
に
つ
い
て
は
、
現
行
法
に
お
い
て
も
規
制
可
能
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
て
い
る
。
な
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サイパースペースと表現の自由 (3) 

ぉ
、
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
は
違
憲
判
決
が
出
さ
れ
た
直
後
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
産
業
界
の
人
物
や
教
員

・
保
護
者
及
び
図
書
館
司
書
の
代
表
等
と

相
次
い
で
懇
談
し
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
方
針
転
換
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
実
現
に
あ
た
っ
て
の
協
力
を
要
請
し
た
。
業
界
側
は
こ
の

要
請
に
答
え
、

一
九
九
七
年

一
二
月
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ミ
ッ
ト

(E
3
5
2
0ロ
E
S
E
S
E
C
を
開
催
し
た
o

h
同町』
O
印E
V
Z
玄
5

。
〉
百
N
N
P
の
沼
田
口
N-zo
↓ヱ開問
Z
4
巴
空
間
↓
・
。
「
O
回
〉
「
の
。
Z
の開
-NZ
臼〉
Z
O
開明司
O
問、H
d

印叶
otそ
〉
河
口
閉
山
開
。
〉
「
〉
4
5
Z
】凶凶(】申甲∞)・

(
却
)
一
九
九
七
年
五
月
一
一
一
一
日
、
ウ
エ
ス
ト
パ

1
ジ
ニ
ア
州
ブ
リ
ッ
ジ
ポ

l
卜
(
回
2
品加

8
0
5
で
行
わ
れ
た
、
タ
ウ
ン
ホ

l
ル
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

(4
0
5】
出
国
=
玄

8
5加
)
に
お

い
て
、

ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
は

〈l
与
号

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
(
開
tnE司
)
の
開
発
の
必
要
性
を
訴
え
た

(』白ヨ

g
切
O
『一夕、ロ丈

B
ミ
H
E
n
y宮
号
、
b
R
~
h
E
3
同
之
宮
、
同
町
内
M
M
2
2
ミ
h
ミド
b
s
弘
司
ロ
ミ
'
f

さ
町
民
内
S
8
5
a
a
c
-
o
z・「閉山開〈・-吋斗
W
R
E
A
H
A
H
(
一
志
斗
)
)。

ア
メ
リ
カ
で
は
、

一
九
九
六
年
電
気
通
信
法
五
五
一
条
に
よ
り
、

一
三
イ
ン
チ
以
上
の
テ
レ
ビ
受
像
機
に
〈
n
F
G
の
装
着
を
義
務
づ
け
る
と
と

も
に
、
放
送
事
業
者
に
対
し
て
、
報
道
、
ス
ポ
ー
ツ
、
の
玄
を
除
く
番
組
に
適
用
さ
れ
る
レ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
「
自
主
的
」
に
策

定
す
る
こ
と
を
求
め
た
(
服
部
孝
章
「
V
チ
ッ
プ
と
表
現
の
自
由
」
法
時
七
O
巻
一
一
号
=
一
四
頁
以
下
)
。
な
お
、
レ
イ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
全
米
映
画
協
会
が
使
用
し
て
い
る
レ
イ
テ
イ
ン
グ
に
な
ら
っ
て
、
年
齢
別
に
六
つ
の
分
類
コ

l
ド
(
叶
〈
'
J

へ、
J

『〈
・↓
斗
、
、
吋
〈
。
、
寸
〈
七
O
、

叶
〈
ム
品
、
寸
〈
'
F
白)
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
(
菅
谷
実

『
ア
メ
リ
カ
の
メ
デ
ィ
ア
産
業
政
策
』
(
中
央
経
済
社

・
一
九
九
七
年
)
一
四

一
頁
)
。

映
画
に
お
け
る
レ
イ
テ
イ
ン
グ
に
つ
き
、
清
水
英
夫
『
言
論
の
自
由
は
ガ
ラ
ス
の
城
か
』
(
三
省
堂
・

一
九
九
九
年
)
一

O
二
頁
以
下
、
わ
が
国

に
お
け
る
〈
Bnz
号
導
入
を
批
判
的
に
検
討
し
た
も
の
と
し
て
、
田
島
泰
彦
『
人
権
か
表
現
の
自
由
か
個
人
情
報
保
護
法
・
メ
デ
ィ
ア
規
制
立

法
を
問
う
l
』
(
日
本
評
論
社
・
二

O
O
-
-年
)

一一

ム
ハ
頁
以
下
、

春
原
昭
彦

・
武
市
英
雄
編
『
[
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
]
日
本
の
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
』
(
日

本
評
論
社
-

一
九
九
八
年
)
一

六
五
頁
以
下
〔
長
谷
川
倫
子
執
筆
〕
参
照
。

(
却
)
下
院
で
は
、
ボ
ブ

・
フ
ラ
ン
ク
ス

B
S
F
g
E
)
下
院
議
員
に
よ
り
、
安
全
学
校
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
法
案

(
E
P
W
Z
oニ
ロ
お
5
2
〉
2

2

知・

2
ゴ
)
)
が
提
出
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
他
に
も
、
ブ

ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
関
す
る
二
つ
の
法
案
(
ゾ

l
・
ロ
フ
グ
レ
ン

(
N
S
戸
。

R
f

B
口
)
下
院
議
員
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
y
ト
の
自
由
お
よ
び
子
ど
も
保
護
法
案

(E
5
5
2
F
8号
呂
田
口
止
の
E
♀

g
司
5
5
n
z
g
〉
只
(
白
河
ゴ
ム
)
)
、

ジ
ョ
セ
フ

・
M
・
マ
ク
デ
イ
ド

2
2
8
z
ζ
・
ζ
n
U邑
同
)
下
院
議
員
に
よ
る
家
族
に
役
立
つ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ア
ク
セ
ス
法
案

(
E
E
q
'
F
B
E

J
E
5
5
2
〉ロ
8
g
〉
2

2
・m
ニ
∞
。
)
)
が
下
院
に
提
出
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
パ
イ
ダ
が
ユ

l
ザ
に
対
し
て
、

子
ど
も
に
と
っ
て
不
適
切
な
表
現
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
制
限
す
る
た
め
に
、
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
配
付
す
る
こ
と
を
求
め
る
法
案
で

あ
っ
た
。
現
在
、
ア
メ
リ
カ
オ
ン
ラ
イ
ン
(
〉
O
ど
を
初
め
と
す
る

一
部
の
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
パ
イ
ダ
は
、
自
発
的
に
、
ユ
ー
ザ
に
対
し
て
配
布

北i去55(3・155)1061 



説雪ム
ロ肘旬

を
行
っ
て
お
り
(
開
旬
開
河
口
ベ
∞
o
z
-
m開「開〉印
m
N
-
T
〉

U
E
5
z
g同
亡
〈
芝
。

-z↓
Z
開
0
5司
〉
「
〉
。
開
M
}
唱

(-3∞
)
一
エ
ス
タ

l
・
ダ
イ
ソ
ン

(吉
岡

正
晴
訳
)

『未
来
地
球
か
ら
の
メ

1
ル
宮
山
「

F
E巴
・
。
|
一
二

世
紀
の
デ
ジ
タ
ル
社
会
を
生
き
抜
く
新
常
識
l
』
(
集
英
社
・

一
九
九
八
年
)

二

七
六
頁
)
、
こ
れ
ら
の
法
案
に
つ
い
て
は
憲
法
上
の
問
題
は
な
い
も
の
の
、
果
た
し
て
適
切
な
立
法
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
る
。

(
訂

)

印

白

内

伺

印

nzoo
ニロ
8
2
2
〉

nT
回

目

州

凶

]

斗

H
E
U号
(
リ
0
口
加
・
(
石
市
W

∞)

ωイ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
対
し
て
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
な
い
し
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
な
い

学
校
及
、
ぴ
図
書
館
に
対
し
て
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ア
ク
セ
ス
を
与
え
な
い
。

同
一
般
l

一
九
三
四
年
通
信
法
二
五
四
条
(
合
口
∞

-n・
官
官
)
は
次
の
よ
う
に
修
正
さ
れ
る
。

「

ωフ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
な
い
し
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
|

「

ω一
般
パ
ラ
グ
ラ
フ
山
若
し
く
は
同
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
た
証
明
を
行
わ
な
い
義
務
教
育
学
校
若
し
く
は
図
書
館
(
回
ミ
巳

g
d
g
gミ

O『∞
R
O
E
S
包『
H
o
o
-
-
2
2
三
E
E可
)
に
対
し
て
は
サ
ブ
セ
ク
シ
ョ
ン
川

ω倒
の
下
で
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
は
提
供
さ
れ
な
い
。

「
凶
学
校
か
ら
の
証
明
|
サ
ブ
セ
ク
シ
ョ
ン
川

ω倒
に
お
け
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
援
助
を
得
る
に
あ
た
っ
て
、
義
務
教

育
学
校
(
若
し
く
は
教
育
委
員
会
あ
る
い
は
そ
の
学
校
の
管
理
に
責
任
を
負
っ
て
い
る
機
関
)
は
連
邦
通
信
委
員
会
に
対
し
て
以
下
の
こ

と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
凶
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
対
し
て
未
成
年
に
と
っ
て
不
適
切
で
あ
る
と
恩
わ
れ
る
表
現
を
フ
ィ
ル
タ
リ

ン
グ
若
し
く
は
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
す
る
シ
ス
テ
ム
を
選
択
し
て
い
る
こ
と
。

「
倒
そ
の
よ
う
な
表
現
を
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
若
し
く
は
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
既
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
い
る
こ
と
、

若
し
く
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
導
入
後
直
ち
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
。

「

ω図
書
館
か
ら
の
証
明
|
サ
ブ
セ
ク
シ
ョ
ン
川
川
倒
に
お
け
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
援
助
を
得
る
に
あ
た
っ
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
保
有
す
る
図
書
館
は
、
未
成
年
に
と
っ
て
不
適
切
で
あ
る
と
恩
わ
れ
る
表
現
を
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
若
し
く
は
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
す
る
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
を
連
邦
通
信
委
員
会
に
対
し
て
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
し
、
こ
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
基
づ
い
て
既
に
証
明
を
受
け
て
い
る
図
書
館
が
現
在
採
用
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
を
変
更
し
、
若
し
く
は
そ
の

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の
採
用
を
中
止
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
変
更
な
い
し
中
止
の
後
、
一

O
日
以
内
に
連
邦
通
信
委
員
会
に
対
し
て
通
知
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

北{去55(3・156)1062
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)
Testimo

町
before
th
巴
S
u
b
c
o
m
m
i
t
t
e
e
o
n
 Telecommunications

，
 Trade
，
 and C
o
n
s
u
m
e
r
 Protection

，
 Co
m
m
i
t
t
e
e
 o
n
 C
o
m
m
e
r
c
e
，
 United 

States H
o
u
s
e
 of R
e
p
r
巴sentiv

巴s，
S
e
p
t
e
m
b
e
r
 11
，
 1998
.
 

(
沼
)
January 2

6
，
 19
9
8
-
-
N
e
w
 N
e
t
 D
e
c
e
n
c
y
 Rules Proposed

，
 available at 

http://archive.aclu.org/n
巴w
s
/
w
O
1
 
2698d.html (l

ast 
visited 
A
p
r
 1，
 

2004) 

(
お
)
Pub. L. 
106-554 (2000). 

(
沼
)
M
u
l
t
n
o
m
a
h
 C
o
u
n
t
y
 Public Library v. 

United States
，
 CI
V
I
L
 A
C
T
I
O
N
 N
O
.
 0
1
-
1
3
2
2
 (E. D. Pa. 2002) 

(
汚
)
A
L
A
 v. 
U
n
巾
d
States
，
 CI
V
I
L
 A
C
T
I
O
N
 N
O
目01-1303

(E. D. Pa. 2002). 

(
ぬ
)
2001 U.S. Dis
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L
E
X
I
S
 1
5
9
2
0
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~
)
 
http://archive.aclu.org/news

/2001/n07260Ic.html
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ast visited A

p
r
 1，
2
004) 

(
~
)
 
Declan 
M
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C
u
l
l
a
g
h
，
 Porn-Filter 

Trial 
Gets 
R
a
u
n
c
h
y，
 available 

at 
http://www.wired.com/news/politics/0

，1283
，5
1
3
1
2
，00.html 

(¥ast 

visited A
p
r
 1，
2004). 

(
宕
)
A
L
A
 v. 
United States

，
 201 
F. 
Supp. 2
d
 4
0
1
 (E. 
D. Pa. 
2002). See Federal Court R

民jects
G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
 Censorship in 

Libraries
，
 Citing 

Free Speech Rights of Patrons
，
 
available at http://archive.aclu.org/news

/2002/n053102a.html(¥
ast visited A

p
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 1，
 2004). 
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説自命

(
城
所
「
米
国
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ポ
ル
ノ
再
規
制
法
〔
上
〕
」
際
商
二
六
巻
二
一
号
一
二
六
七
頁
以
下
、
城
所
「
米
国
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ポ

ル
ノ
再
規
制
法
〔
中
〕
」
際
商
二
七
巻
一
号
六
O
頁
以
下
、
城
所
「
米
国
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ポ
ル
ノ
再
規
制
法

〔下
〕
」
際
商
二
七
巻
二
号
一

七
六
頁
以
下
も
同
旨
)
、
立
山
・
前
掲
「
米
国
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
法
規
制
の
り
〉
と
の
O
司
〉
」
[
注

7
]
三
O
二
頁
以
下
、
吉
居
・

前
掲
論
文
[
注

7
]
一
一
一
頁
以
下
、
拙
稿
・
前
掲

「サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
対
す
る
表
現
内
容
規
制
立
法
と
そ
の
違
憲
審
査
基
準
」
[
注

7
]

二
二
了
二
二
三
頁
等
参
照
。

(
日
)
コ

l
ツ
上
院
議
員
は
、
先
の
の
り
〉
に
あ
っ
て
は
、
提
出
者
の
ジ
ェ

l
ム
ス
・
エ
ク
ソ
ン
(
』
同
ヨ
何
回
開
き
ロ
)
上
院
議
員
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
っ

た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
た
め
も
あ
っ
て
、
提
出
当
初
か
ら
、
品
。
ロ
え
の

U
R・
あ
る
い
は

A
U〉
号
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

(

似

)

【

U
E
5
0ロロロ刊司
8
5
n
t
o
ロ
〉
nT
戸
閉
山
凶
斗
∞
Y
5
u吾
(UC
ロ加・(-甲喧∞)・

ωワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
ウ
エ
ブ
に
よ
り
販
売
若
し
く
は
送
信
さ
れ
る
、
未
成
年
に
と
っ
て
有
害
な
表
現
に
対
す
る
未
成
年
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
を
制

限
す
る
要
件
(
関
係
部
分
の
み
)

例
要
件

「
山
一
九
三
四
年
通
信
法
二
二
三
条

(5c-∞・の
-
m
M
M
M
)

は、

ω
(現
行
の
)
サ
ブ
セ
ク
シ
ョ
ン
刷
、
川
、
同
、
川
を
川
、
川
問
、
川
、

ωと
そ

れ
ぞ
れ
読
み
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
倒
サ
ブ
セ
ク
シ
ョ
ン
川
の
後
に
以
下
の
よ
う
な
新
し
い
サ
ブ
セ
ク
シ
ョ
ン
例
を
挿
入
す
る
こ
と
に
よ
り
以

下
の
よ
う
に
修
正
さ
れ
る
。

八
新
し
い
サ
ブ
セ
ク
シ
ョ
ン
例
〉

「
川
州
際
な
い
し
外
国
と
の
通
商
に
お
い
て
、
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
ウ
エ
ブ
に
よ
り
未
成
年
に
と
っ
て
有
害
な
表
現
を
販
売
若
し
く
は
送
信
す

る
(
邑
-
5加

2
5
5
r
Eロ
加
)
こ
と
に
業
と
し
て
従
事
す
る
者
は
、
一
七
歳
以
下
の
者
に
よ
る
そ
れ
ら
の
表
現
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
制
限
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
凶
パ
ラ
グ
ラ
フ
川
に
違
反
し
た
者
は
五
万
ド
ル
以
下
の
罰
金
若
し
く
は
六
ヶ
月
以
下
の
禁
固
に
処
し
、
又
は
こ
れ
ら
を
併
科
す
る
。

「
同
パ
ラ
グ
ラ
フ

ωの
刑
罰
に
加
え
て
、
故
意
に
パ
ラ
グ
ラ
フ
川
に
違
反
し
た
者
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
違
反
に
つ
き
五
万
ド
ル
以
下
の
罰
金
に

処
す
。
こ
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
で
は
一
日
の
違
反
に
つ
き
別
個
の
違
反
を
構
成
す
る
も
の
と
す
る
。

「
凶
パ
ラ
グ
ラ
フ
凶
お
よ
び
同
の
刑
罰
に
加
え
て
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
川
に
違
反
し
た
者
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
違
反
に
つ
き
五
万
ド
ル
以
下
の
制
裁

金
(
丘
三
雪
刊
)
を
課
す
。
こ
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
で
は
一
日
の
違
反
に
つ
き
別
個
の
違
反
を
構
成
す
る
も
の
と
す
る
。

北法55(3 .158)1064 



サイパースペースと表現の自由 (3) 

「
同
認
証
済
み
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
カ

l
ド
、
支
払
い
勘
定
、
成
人
ア
ク
セ
ス

・
コ
ー
ド
又
は
成
人
識
別
番
号
の
使
用
を
要
請
し
た
こ
と
、
若

し
く
は
連
邦
通
信
委
員
会
が
規
定
す
る
他
の
手
続
に
従
う
こ
と
に
よ
り
被
告
人
が
未
成
年
に
と

っ
て
有
害
な
マ

テ
リ
ア
ル
へ
の

一
七
歳
以
下

の
者
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
を
制
限
し
た
こ
と
は
起
訴
に
対
す
る
防
御
条
項
と
な
る
。

「
的
こ
の
サ
ブ
セ
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
次
の
定
義
に
従
う
。

「
倒
「
業
と
し
て
従
事
す
る
者
」
と
は
、
(
実
際
に
)
利
益
を
得
た
か
ど
う
か
、
そ
の
収
入
が
当
該
人
物
に
と
っ
て
唯
一
の
収
入
源
で
あ

る
か
主
要
な
収
入
源
で
あ
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
利
益
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
そ
の
よ
う
な
活
動
に
時
間
を
費
や
し
、
注
意

を
払
い
、
労
働
を
提
供
し
、
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
ウ
エ
ブ
に
よ
り
未
成
年
に
と
っ
て
有
害
な
表
現
を
販
売
若
し
く
は
送
信
す
る
者
の
こ
と
を

指
す
。
「
倒
「
未
成
年
に
と
っ
て
有
害
な
表
現
」
と
は
、

ω未
成
年
に
と
っ
て
、
全
体
と
し
て
裸
体
、
セ
ッ
ク
ス
、
排
准
に
よ
り
好
色
的
興
味
に

訴
え
る
も
の
で
あ
り
、

ω未
成
年
に
と
っ
て
適
切
な
も
の
に
か
ん
が
み
、
明
ら
か
に
不
快
な
方
法
で
、
実
際
の
あ
る
い
は
疑
似
の
性
的
行

為
若
し
く
は
性
的
接
触
、
実
際
の
あ
る
い
は
疑
似
の
正
常
な
若
し
く
は
異
常
な
性
的
行
為
、
若
し
く
は
生
殖
器
の
み
だ
ら
な
表
示
を
描
写

叙
述
し
、

ω全
体
と
し
て
見
た
場
合
に
、
未
成
年
に
と
っ
て
重
大
な
文
学
的
、
芸
術
的
、
政
治
的
、
あ
る
い
は
科
学
的
価
値
を
欠
い
た
、

あ
ら
ゆ
る
通
信
、
写
真
、
画
像
、
(
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
)
画
像
フ
ァ
イ
ル
、
評
論
、
記
録
、
作
品
の
こ
と
を
指
す
。

川
未
成
年
に
と
っ
て
有
害
な
表
現
の
定
義
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
入
手
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

「
連
邦
通
信
委
員
会
は
二
二
三
条
例
に
お
け
る
「
未
成
年
に
と
っ
て
有
害
な
表
現
」
の
用
語
の
意
味
を
周
知
さ
せ
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
情

報
を
委
員
会
の
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
に
掲
載
す
る
等
、
必
要
な
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(羽
)
「
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
ウ
エ
ブ
に
よ
り
」
と
は
、
「
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
よ
り
ハ
イ
パ

ー
テ
キ
ス
ト

・
ト
ラ
ン
ス
フ

ァ
ー
・
プ
ロ
ト
コ
ル
な
い
し
、

後
続
の
プ
ロ
ト
コ
ル
を
用
い
て
、
公
然
と
ア
ク
セ
ス
で
き
る
形
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
サ

l
パ
内
の
フ
ァ
イ
ル

・
ア
ー
カ
イ
ブ
に
表
現
物
を
蔵

置
す
る
こ
と
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
(
当
己
的
ゐ
・
帥
M
凶
-
(白)(
一))
。

(
品
)
第
三
控
訴
裁
判
所
決
定
で
は
、
【
U
O同
》
〉
は
ウ
ェ
ブ
上
の
営
利
的
コ
ン
テ
ン
ツ
を
規
制
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
よ
り
緩
や
か
な
規
制
が
認
め
ら

れ
て
き
た
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ス
ピ
ー
チ
に
は
あ
た
ら
な
い
と
判
示
し
て
い
る
(
〉
の
「
巴
〈
・
河
内
コ
O
凶

N
コ
目
出

-a
ド
コ
唱
。
三
円
U
R
N
S
C
)
{5

5
-E
3
0『

河
内
=
。

hS
)
。

(釘
)
(
U
O司
〉
は
、
「
当
該
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
業
と
し
て
従
事
す
る
個
人
な
い
し
組
織
」
を
規
制
対
象
と
す
る
が
(
ミ
ロ
・
∞
・内
・
m
M
凶
一
(
刊
)

(

N

)

北i去55(3・159)1065 



説論

(
〉
)
)
、
さ
C
・
∞
の
官
三
(
伺
)

(

M

)

(

回
)
は
、
「
(当
該
人
物
が
利
益
を
得
て
い
る
、
あ
る
い
は
、
そ
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
も
し
く

は
行
お
う
と
試
み
る
こ
と
が
当
該
人
物
の
唯
一
の
も
し
く
は
主
要
な
商
売
も
し
く
は
収
入
源
で
あ
る
か
に
係
わ
り
な
く
て
当
該
人
物
の
取
引
も

し
く
は
商
売
の
通
常
の
手
段
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
活
動
の
結
果
と
し
て
利
益
を
得
る
目
的
を
持
っ
て
、
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
ウ
エ
ブ
に
よ
り
、

未
成
年
に
と
っ
て
有
害
な
表
現
を
含
む
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
も
し
く
は
行
お
う
と
す
る
者
、
そ
の
よ
う
な
活
動
に
時
間
を
割
き
、

注
意
を
傾
け
、
労
働
し
た
者
」
と
規
定
す
る
。

(
特
)
当
C
・
臼
・
の
・
一
一
M
u
-
(
刊)(斗)・

(
刊
)
こ
れ
に
よ
り
、
先
の
両
院
協
議
会
に
お
け
る
リ
ッ
ク
・
ホ
ワ
イ
ト

(
E
n
r
者
E
B
)
下
院
議
員
の
修
正
案
が
日
の
目
を
見
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

本
人
は
、
「
最
高
裁
判
決
が
出
た
た
め
、
真
に
立
法
が
必
要
で
あ
る
か
ど
う
か
十
分
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て
、
同
法
案
と
は
距
離
を
置

い
た
(
城
所
・
前
掲
「
米
国
通
信
法
改
正
〔
凶
〕
」
[
注
7
]
三
O
八
頁
)
。

(
印
)
の
り
〉
に
は
、
下
品
な
表
現
、
明
ら
か
に
不
快
な
表
現
等
に
つ
い
て
の
定
義
規
定
は
設
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
未
成
年
に
と
っ
て
有
害
な
表

現
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、

ω平
均
人
に
と
っ
て
そ
の
時
代
の
共
同
体
の
基
準

(
n
g
g呂
志
g
q
g
S
E
E
-
G
2
8己
貸
仏
)
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
当
該
表
現
を
全
体
と
し
て
考
察
し
、
か
つ
未
成
年
に
と
っ
て
、
好
色
的
興
味
に
訴
え
る
、
も
し
く
は
好
色
的
興
味
に
つ
け
こ
む
こ
と
を
意

図
し
た
も
の
で
、
倒
未
成
年
に
と
っ
て
明
ら
か
に
不
快
な
方
法
で
、
実
際
の
あ
る
い
は
疑
似
の
性
的
行
為
若
し
く
は
性
的
接
触
、
実
際
の
あ
る

い
は
疑
似
の
正
常
な
若
し
く
は
異
常
な
性
的
行
為
、
若
し
く
は
生
殖
器
あ
る
い
は
思
春
期
後
の
女
性
の
胸
部
の
み
だ
ら
な
表
示
を
描
写
叙
述
し
、

制
全
体
と
し
て
見
た
場
合
に
、
未
成
年
に
と

っ
て
重
大
な
文
学
的
、
芸
術
的
、
政
治
的
、
あ
る
い
は
科
学
的
価
値
を
欠
い
た
も
の
、
で
あ
る
か

に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
(
会
C
∞
の
-
m
M
ピ
(
刊
)
(
血
)
)
。

(
日
)
の
O
句
〉
も
の
り
〉
と
ほ
ぼ
同
様
の
防
御
条
項
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
凶
認
証
済
み
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
カ

l
ド
、
支
払
い
勘
定
、
成
人
ア
ク
セ
ス
・

コ
ー
ド
又
は
成
人
識
別
番
号
の
使
用
を
要
請
し
た
こ
と
、
回
年
齢
を
確
認
す
る
デ
ジ
タ
ル
認
証
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
制
利
用
可
能
な

技
術
の
も
と
で
実
行
可
能
な
他
の
合
理
的
手
段
に
よ
っ
て
、
未
成
年
に
と

っ
て
有
害
な
表
現
へ
の
、
未
成
年
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
を
誠
実
に
制
限

し
た
こ
と
は
、
刑
事
訴
追
に
対
す
る
防
御
と
な
る
(
当

C-
∞
内
閣
M
ど
(
口
)
(
-
)
)
。

(
臼
)
当
初
の
法
案
と
実
際
に
成
立
し
た
法
律
と
の
大
き
な
違
い
は
、
①
未
成
年
に
と
っ
て
有
害
な
表
現
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
断
に
あ
た
っ
て
、

そ
の
時
代
の
共
同
体
の
基
準
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
こ
と
、
②
連
邦
通
信
委
員
会
に
よ
る
必
要
な
措
置
を
定
め
る
規
定
が
な
く
な
り
、
オ
ン
ラ

イ
ン
上
の
子
ど
も
の
保
護
委
員
会
(
の
o
g
g
F
E
S
S
O
Zロ
刊
の
E
E
司

8
5
2
5ロ
)
を
設
立
し
、
調
査

・
研
究
を
行
う
こ
と
に
し
た
こ
と

(】這甲・

北法55(3・160)1066



サイパースペースと表現の自由 (3) 

同

y
r
-
c
u
s
S斗
)
の
二
点
で
あ
る
。

(臼
)
、
H
a
z
m
H
E
8
8
0
8
E
5
2門
戸

2

2

8

の。
a
5
g
百
四
円
何
回

E
Z
『

Z

5『
]
岨

ね
て
む
と

E
E同

町喜一¥言
5
2
n
z・
0
G
P
O
Eミ
宣
言
'

『g
o戸
1ι
♀

]町四円四円
-
Z
E
(]白血円

5
2
a
u
n
n

ニ-MOO-)・
こ
の
レ
タ

l
は
、
当
時
の
司
法
副
長
官
(
〉
包
忠
告
門
〉
5
33

。go
E
)
の
L
・
ア
ン
ソ

ニ
l
・
ス

l
テ
イ
ン

(
F

〉
三
宮
ミ

E
E
)
が
、
下
院
通
商
委
員
会
委
員
長
に
対
し
て
、
大
統
領
署
名
の

一
六
日
前
(
一
九
九
八
年
一

O
月
五

日
)
に
送
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
レ
タ

1
は
、
法
律
の
文
言
の
暖
味
さ
に
着
目
し
、
表
現
内
容
規
制
立
法
た
る
の
O
司
〉
に
は
、
の
り
〉
と
同
様

に
厳
格
審
査
基
準
が
適
用
さ
れ
、
こ
の
暖
昧
さ
は
精
密
に
調
整
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
有
害
な
表

現
か
ら
子
ど
も
の
ア
ク
セ
ス
の
制
限
を
可
能
と
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
存
在
と
い
っ
た
、
よ
り
効
果
的
な
代
替
手
段
の
存
在
も
示
唆
し
て
い
る
。

(
日
)
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
抵
抗
に
も
係
ら
ず
、

一
九
九
八
年

一
O
月一

一
一
日
に
連
邦
議
会
を
通
過
し
、
同
日
、

大
統
領
に
よ
っ
て
署
名
さ
れ
た
。

最
終
的
に
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
が
折
れ
た
理
由
と
し
て
、
そ
の
背
景
に
は
、
政
治
問
題
を
越
え
て
社
会
問
題
化
し
て
い
た

モ
ニ
カ
・
ル
イ
ン
ス

キ
l
(
ζ
。三

S
宮
豆
ロ
存
可
)
事
件
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る

2
5=r
ug
p
h
s尽
き
ミ
〉
E
'hヨ
ミ

E
宅

g
皇
室
崎町民

S
句、同町
g
h
E窓
口

S
ミ・

0由宍
U

〉。
。

叶
呂
田
C
Z

開(。
2MMU
】沼山
∞))
。

(日
)
レ
シ
ツ
グ
の
基
本
的
な
立
場
は
、
先
の
の
り
〉
連
邦
最
高
裁
判
決
に
お
け
る
、
オ
コ
ナ

l
裁
判
官
の

一
部
同
意
・

一
部
反
対
意
見
と
同
じ
ス
タ

ン
ス
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(日
)
そ
の
代
表
格
と
し
て
、
ア
ダ
ル
ト
チ
ェ
ッ
ク
(
〉
E
-
z
u
F
Rど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

(日
)
4
2
2ヨ
Oロ可

FO向。
『
刊
号
刊
印
ロ
σ
8
5呂田門門
m
n
oロ
叶
刊
庁
n
O
B
B
5
5白
cog-
叶
『
邑
タ
自
己
(
U
C
口問

E
B
R
P
2
n
n
c
o
p
の
oヨ
ヨ
ロ
8
0ロ
の
oヨ
ヨ
刊
円
n
p
C
E
R且

∞
E
目

的

国

OE回刊
O『
同

N
8
5お
尽
き
〈
2
・∞
8
8ヨ
σ
2
-
y
-
3∞
・
た
だ
、
レ
シ
ッ
グ
は
近
年
、
進
歩
が
著
し
い
デ
ジ
タ
ル
認
証
技
術
に
つ
い
て
言
及
し
、

近
い
将
来
、
自
分
の
名
前
や
カ
ー
ド
番
号
を
明
か
さ
ず
に
、
年
齢
の
確
認
の
み
を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
。
も
し
、
こ
の
よ

う
な
技
術
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
円
リ
O
司
〉
の
よ
う
な
(
ゾ

l
ニ
ン
グ
)
規
制
が
基
本
的
に
は
許
さ
れ
る
、
と
い
う
の
が
彼
の
ス
タ
ン
ス

で
あ
ろ
う
。

(

回

)

同

2
2
2
5伺
喝
容
室
主
之
内相~〈a
h
b
q
R
a
b
s
b
H向
。
て
旬
、
宮
町三
向HP
E
SF
町、u
Q回
開
閉

4
-
E
M
(
∞宝
g
σ
刊こ
M
L
3
∞)

(印
)
日
本
で
は
パ
ナ

l

(広
告
)
と
呼
ぶ
の
が

一
般
的
で
あ
る
。
「ホ

l
ム
ペ

l
ジ
上
で
の
リ
ン
ク
機
能
を
利
用
し
た
広
告
形
態
の

一
つ
で
あ
り
、

ア
ク
セ
ス
頻
度
の
高
い
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
上
に
、
広
告
上
の
矩
形
上
の
画
像
を
お
き
、
そ
こ
か
ら
広
告
主
の
ホ

l
ム
ペ
l
ジ
へ
の
リ
ン
ク
を
張

っ

て
も
ら
い
、
広
告
主
の
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
促
す
広
告
形
態
」
の
こ
と
を
指
す

(イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
弁
護
士
協
議
会
編
+
村
井
純

北法55(3・161)1067 
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説論

『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
法
学
案
内
』
(
日
本
評
論
社
・
一
九
九
八
年
)
二
六
六
頁
)

0

(
印
)
〉
の
「
C
は
、
ス
タ
l
・
レ
ポ
ー
ト
(
田
島
知
名
O
R
)
を
個
人
の
サ
イ
ト
に
の
せ
、
広
告
用
の
ベ
ニ
ア
を
貼
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
の
O
司
〉
に
違

反
す
る
と
主
張
し
て
い
る
(
〉
門
戸
C
3
2日
刃
包

g
ぉ，

s
'
M十
唱
∞
・
国
O
E
回
目
。
0
5
5
F円円
8

〉目当円
2
0聞
の
り
〉
戸
ミ
ミ
~
与
な
ミ
宮
門
司
一
¥
¥
同
『
n

E
5
2
Z・2
K
S
S
E
c
s
s
g
z
E
宏
明
円
三
由
民
旦
〉
官
ア
N
O
O
品))
。
同
様
の
主
張
は
、
民
主
主
義
と
技
術
セ
ン
タ
ー

(
Q
2
2
F『
U
m
g
o
n
g
n可

申ロ仏、
HaREo-。
開
討
の
り
叶
)
に
よ
っ
て
も
な
さ
れ
て
い
る

(
0
2包
括
-
言
、
5
5
B
凶∞)。

(日

)ha
〉
の
口
」
同
U
5
E。B
Z
O
Z
O
円F

〉
口
、
門
、
戸
河
町
3
0

門
。
足
立
む
な
H円
、
、
U
R
E
S
ミ

hHZ札

H2」E
H
Sて同河町~礼町
F
h
b
て
ぬ
之
与
な
ミ
宮
門
司
一
¥
言
垣
垣
-
R

-
Z
O
『伺

¥gE『E
n
Z〈円
2
0口
8
5
-
u
E
2
Z
B
-
(
Z
2
5
2
5己
口
町
ロ
ニ
場

Moo-)・

(
臼
)
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
上
の
表
現
は
越
境
性
を
持
つ
た
め
に
、
わ
い
せ
つ
性
判
断
に
あ
た
っ
て
、
表
現
の
(
送
信
地
で
は
な
く
)
受
信
地
の
ロ

l

カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
適
用
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
拙
稿
・
前
掲
「
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
と
表
現
の
自
由
(
一
)
」

[
注
目
]
九
O
頁
以
下
。

(
臼
)
「
本
案
審
理
に
基
づ
く
訴
訟
の
最
終
的
解
決
ま
で
現
状
維
持
を
図
る
た
め
暫
定
的
措
置
を
定
め
る
命
令
の
う
ち
、
同
B
E
E
-
E
q
2
5
2
8
な
い

し
お
吉
司

O
E司
王
ロ
ロ
n
c
oロ
(
暫
定
的
差
止
命
令
)
と
異
な
り
、
相
手
方
に
対
す
る
通
知
を
要
せ
ず
、

一
方
の
み
の
申
立
て
に
基
づ
い
て
発
せ
ら
れ

る
裁
判
所
の
命
令
」
田
中
英
夫
編
『
英
米
法
辞
典
』
(
東
京
大
学
出
版
会
・
一
九
九
一
年
)
八
四
二
頁
。

(
臼
)
一
方
的
緊
急
差
止
命
令
(
ベ
担
)
)
の
判
断
枠
組
み
は
、
①
少
な
く
と
も
、
主
張
の
い
く
つ
か
に
、
(
請
求
の
)
実
体
に
つ
い
て
立
証
可
能
性
が

あ
る
こ
と
、
②
も
し
司
列
。
が
出
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
、
原
告
が
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
損
害
を
被
る
こ
と
、
③
損
害
と
公
の
利
益
を
比
較
し

て
も
な
お
叶
m
O
を
出
す
必
要
が
あ
る
こ
と
、
の
立
証
を
被
告
が
成
し
え
た
が
ゆ
え
に
叶
m
O
を
出
す
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

(
臼
)
た
だ
し
、
本
文
で
は
、
原
告
が
防
御
条
項
の
援
用
の
難
し
さ
を
立
証
し
て
お
り
、
ま
た
防
御
条
項
が
な
け
れ
ば
、

(UO-v
〉
は
文
面
上
、
大
人
に

対
し
て
保
障
さ
れ
て
い
る
表
現
を
規
制
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
の
で
、
(
請
求
の
)
実
体
に
つ
い
て
の
立
証
可
能
性
が
証
明
さ
れ
た
、

と
述
べ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
な
お
、
政
府
は
そ
の
準
備
書
面

(
E
R
)
に
お
い
て
、
の
O
司
〉
の
違
憲
審
査
に
あ
っ
て
は
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ス
ピ
ー

チ
に
適
用
さ
れ
る
、
よ
り
低
い
違
憲
審
査
基
準
で
審
査
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
(
た
だ
し
、
そ
れ
以
降
の
一
方
的
緊
急
差
止
命

令
の
段
階
、
暫
定
的
差
止
命
令
の
審
理
の
段
階
で
は
、
こ
の
主
張
は
行
わ
な
く
な
っ
た
)
。
〉
n
F
C
〈・列
g
p
u
二
u
-
E
3
-M己
主
凶
咽
主
凶
(
開
-
U
E
E
-

-
甲
唱
甲

)
[
F
O
H・2
口同

p
n『
勾
2
2
u
h
h
h
]
・

(
前
)
「
本
案
の
審
理
を
行
な
っ
て
最
終
的
な
判
決
が
出
る
ま
で
、
現
状
維
持
の
た
め
、
仮
の
処
分
と
し
て
行
為
の
差
止
め
を
命
じ
る
裁
判
所
の
命
令
。
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サイパースペースと表現の自由 (3) 

差
止
め
の
相
手
方
に
対
す
る

g
z
n
o
自
己
宮
包
括
(
告
知
と
聴
聞
)
に
お
い
て
、
申
立
人
が
、

ω勝
訴
の
可
能
性
が
高
い
こ
と
、
お
よ
び
仮
差
止

め
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に

5
8白S
F
Z
互
ロ
ミ
(
回
復
不
能
の
損
害
)
を
被
る
こ
と
を
疎
明
す
る
か
、

ω勝
訴
の
見
込
み
は
必
ず
し
も
高
い
と

は
い
え
な
く
て
も
、
事
件
が
重
要
か
つ
困
難
な
法
律
問
題
に
関
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
問
題
の
解
決
ま
で
行
為
を
差
し
止
め
な
い
と
苛
中

間
福
岡
与
ぽ

E
z
q
を
被
る
こ
と
を
疎
明
す
れ
ば
、
裁
判
所
の
裁
量
に
よ
り
命
令
が
出
さ
れ
る
」
田
中
編
・
前
掲
書

[
注
臼
]
六
五
七
頁
。
イ
ン
ジ
ヤ

ン
ク
シ
ヨ
ン
に
つ
き
、
岩
本
一
郎
「
表
現
の
自
由
の
理
論
(
こ

1

リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
い
か
に
表
現
の
自
由
を
基
礎
づ
け
る
か
l
」
北
法
四
六

巻
二
号
四
七
四
九
頁
参
照
。

(
町
)
〉
(
U
F
C
〈
m
g
0・m
ocロ品

ωι
ロ品開叩
白
色
広
明
ロ同
0
5
2
H
M
g円
。
ご
ロ
8
5
2【
U
S目。『日
E
G
F
S
F
h
H志
向
宮
守
な

hHHZ号・ミ白『
nFH〈伺・
恒三
E
・0
G
¥『
g
Z円
四
回
¥
コ
。

-m
山
甲
山
山

P

Z
ヨ-(}白
2
5
M
F
S
a
〉
司
『
ア
N
C
O
S
E

(
伺
)
原
告
側
は
、
①
憲
法
上
保
障
さ
れ
て
い
る
大
人
(
問
)
の
表
現
に
制
約
を
課
す
も
の
で
あ
る
、
②
未
成
年
の
第

一
修
正
の
権
利
を
侵
害
す
る

も
の
で
あ
る
、
①
第
一
修
正
、
第
五
修
正
に
反
し
、
暖
昧
で
あ
る
が
ゆ
え
に
違
憲
で
あ
る
、
と
主
張
し
た
(
河
町
き

E
・
2HH-E右
足
忠
告
斗
)
。

連
邦
地
裁
決
定
に
お
い
て
主
と
し
て
判
断
さ
れ
た
の
は
、
①
の
点
で
あ
る
。

(
印
)
迂
・
白

Z
Sム
3
・
厳
格
審
査
基
準
よ
り
も
低
い
基
準
を
用
い
る
た
め
に
は
、
当
該
メ
デ
ィ
ア
が
電
波
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
か
、
当
該
表
現
が
コ
マ

l

シ
ヤ
ル
ス
ピ
ー
チ
で
あ
る
必
要
が
あ
る
が
、
本
件
で
は
ど
ち
ら
も
不
適
切
で
あ
る
と
判
示
し
て
い
る
。

(叩
)
-
ou
司

-mm司
斗

斗

凶

(
-
沼
市
wmw)
・

(れ
)
河内
a
c
h
R
己
目
的
口
同
】
匂

M
且
釦
丹
念
w
m
v
t
#
3
・

(η)
ミ
・
己
主
M
-

(
刀
)
連
邦
地
裁
決
定
は
、
(
原
告
で
あ
る
〉
の
円
C
の
主
張
を
受
け
入
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
)
司
法
省
の
主
張
に
も
沿
っ
た

も
の
と
評
価
で
き
る
0
0
0』
レ
タ
1
に
お
い
て
も
、
の
OMV
〉
に
よ

っ
て
子
ど
も
の
保
護
を
行
う
こ
と
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、

Z
壱

以
外
の
プ
ロ
ト
コ
ル
(
例
え
ば
、
ニ
ュ
ー
ス
グ
ル
ー
プ
や
メ

l
ル
、
チ
ヤ
ツ
ト
等
)
に
お
い
て
も
問
題
と
な
る
よ
う
な
表
現
を
子
ど
も
が
入
手

す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
こ
と
、
世
界
の
総

(ウ
エ
ブ
)
コ
ン
テ
ン
ツ
の
四
O
パ
ー
セ
ン
ト
が
海
外
の
サ
l
パ
上
に
存
在
す
る
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
域
外
適
用
が
不
能
な
の
。
句
〉
が
、
規
制
で
き
る
射
程
は
か
な
り
狭
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
の
理
解
を
示
し
て
い
た
。
な
お
、
U
O
H
レ
タ
ー

と
連
邦
地
裁
決
定
、
控
訴
裁
判
所
決
定
の
三
つ
の
聞
の
違
い
は
、
未
成
年
に
と
っ
て
有
害
な
表
現
の
定
義
に
お
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
を
用
い
た
こ
と
を
法
文
の
暖
昧
性
判
断
に
あ
た
っ
て
、
ど
の
程
度
、
考
慮
す
る
か
に
よ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
用
い
た
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説
吾L、
石田

点
を
重
視
し
て
陵
味
性
を
導
き
出
す
の
で
あ
れ
ば
、
控
訴
裁
判
所
決
定
の
ス
タ
ン
ス
と
な
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
用
い
な
く
と

も
暖
昧
性
を
引
き
出
せ
る
と
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
地
裁
決
定
の
ス
タ
ン
ス
と
な
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、

U
O
H
レ
タ
ー
は
、
両
判
決
の
ス
タ
ン

ス
を
「
二
つ
足
し
て
二
で
割
ら
な
い
も
の
」
と
い
え
る
だ
ろ
う

(
U
O』
F
E
P
言、

5
5
8
3
)
。

(
引
け
)
河
g
b
h
h
F

凶
Z
Y
E
3・
泣
己
主

M-S斗
・
こ
れ
に
対
し
て
、
控
訴
裁
判
所
決
定
で
は
、
親
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
等
の
イ
ン
ス
ト
l

ル
は
、
政
府
の
行
為
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
よ
り
制
限
的
な
手
段
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
断
に
あ
た
っ
て
の
考
慮
要
素
と
は
な
ら
な
い
と
し
て

い
る
(
勾
2

0
H
六
ω
コ
明
凶
色
白
ニ
コ
)。

(
布
)
迂
・
担
問
主
∞

(花
)

H

A

・
己
主
唱
ム
唱
。
・

(打
)

H
A
-

民
主
-

(
沌
)
印

5
2
A
w
r吉
田
お
『
〈
玄
n
g
z
a
oご
z
z
gミペ
O矢
印

E
町
内
ユ
ヨ
伺
〈

5
5乙凶
O静
岡

p
u
o
N
C
∞

-
S
(
-
3
3
は
、
「
表
現
内
容
の
ゆ
え
を
も
っ
て
、

表
現
者
に
経
済
的
な
負
担
を
認
す
こ
と
は
、
第
一
修
正
に
よ
り
許
さ
れ
な
い
」
と
し
(
に
・
担
問
ご
凶
)
、
違
憲
判
断
に
あ
た
っ
て
は
厳
格
審
査
基
準

を
適
用
し
て
い
る
(
迂
-Eニ
-
∞
)
。
ま
た
、
同
町
Nロ
O
N
E
n
〈・

0
q
a
u
n
E
O
E
S
-
-p
b
N
C
∞
-Mg
合
唱
斗
凶
)
に
お
い
て
も
、
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
式
の
映
函

館
を
経
営
す
る
者
に
対
し
て
、
「
(
映
画
館
外
に
い
る
か
も
し
れ
な
い
子
ど
も
に
見
せ
な
い
た
め
に
)
防
御
フ
ェ
ン
ス
を
作
る
こ
と
は
非
常
に
コ

ス
ト
の
か
か
る
も
の
で
あ
り
、
あ
る
い
は
物
理
的
に
困
難
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
判
示
し
て
い
た
(
ミ
・
白
己
コ
)。

(
乃
)
河
内
芯
口
町
六
M
コ
明
・
凶
己

-
a
N
3
E
-巴円
-N
c
o
g・

(
剖
)
連
邦
地
裁
決
定
と
同
様
に
(
河
内
き

E・
凶
-
明
白
巴
宅
区
民
主
-
)
、
暫
定
的
差
止
命
令
が
問
題
と
な
っ
た
ケ
l
ス
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
①
申
立
人

が
実
体
判
断
に
お
い
て
勝
訴
の
可
能
性
が
あ
る
か
否
か
、
②
暫
定
的
差
止
命
令
を
出
さ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
損
害
を
被

る
か
否
か
、
③
暫
定
的
差
止
命
令
が
被
申
立
人
に
対
し
て
、
よ
り
大
き
な
損
害
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
、
④
暫
定
的
差
止
命
令
を
出
す

こ
と
が
公
共
の
福
祉
に
適
う
も
の
で
あ
る
か
否
か
、
に
よ
り
判
断
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
①
に
絞
っ
て
紹
介
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
の
。
司
〉
が
違

憲
で
あ
る
と
さ
え
い
え
れ
ば
、
②
以
下
が
ほ
ぼ
自
動
的
に
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
(
脅
さ
同六
M

コ
明
・
出
尽
コ
M
)
。

(
別
)
河内
s
b
h
ヌω
コ
司
・
凶
仏
国
同
コ
凶
・

(位

)
H
A
E
∞一河内
Z

O

R

凶
N
-
d
-∞・箆∞

gz当。・

(
幻
)
河内
z
q
h
ヌ
N

コ同
U

U

己
釦
ニ
斗
一
w
-
h
町内』
4
2
0
H
R
一凶-明白
E
司同
U
M
仏
兵
士
W山
y
n
同hkvH
ぎ
向
h
b
~
v『
向
"
h柏
市

W
M
C
-
∞
・回
二
M
A
r
c
九三守町、
Mw-

一凶唱
(
)
C
-
∞
-
a
a凶唱
'a品()・
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サイパースペースと表現の自由 (3) 

(
剖
)
足
~
山
町
内
河
内
き
ロ
h
u
-
-
1
・
印
巳
右
目
白
玉
虫
・
室
。
号
H
h
h
b守な唱
h
S
N
C
∞
・回
二
忠
一切
g-m円〈・
7
向

F
n
E
m
g
-
凶
凶
M
C-∞・凶∞
0
・凶∞い

(-
S叶)・

(
部
)
た
だ
し
、
第
三
控
訴
裁
判
所
決
定
で
は
、
有
料
制
の
草
の
根
ネ
ッ
ト
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

(
オ
ペ
レ
ー
タ
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
可
能
性

を
基
準
と
し
て
)
明
確
に
区
別
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
射
程
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
限
ら
れ
る
(
勾
言
。
『
六
M
コ
同
U
E
白
二
試
ー
コ
吋
)。

(
部
)
民
間
二
3
'
コ
品
既
に
U
O
H
レ
タ
l
に
お
い
て
、
未
成
年
に
と
っ
て
有
害
な
表
現
を
定
義
づ
け
る
主
C
-
∞
・
の
-
m
M
ど
な
)
(
品
)
が
示
す
三
つ
の
プ

ロ
ン
グ
(
司弓口問
)
の
う
ち
、
「

ω平
均
人
に
と
っ
て
そ
の
時
代
の
共
同
体
の
基
準
(
g
ロ
席
ヨ
ち
E可
B
E
E
S
-
q
2
8
去
三
)
を
適
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
当
該
表
現
を
全
体
と
し
て
考
察
し
、
か
つ
未
成
年
に
と
っ
て
、
好
色
的
興
味
に
訴
え
る
、
も
し
く
は
好
色
的
興
味
に
つ
け
こ
む
こ
と
を

意
図
し
た
も
の
」
と
し
た
一
番
目
の
プ
ロ
ン
グ
が
、
違
憲
と
な
る
陵
昧
性
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
(
U
O
』
F
R
E
岨
旬
吾
5
5
8

U
U
)
。

(
訂
)
ミ
・回二
司
・
こ
の
点
は
、
以
前
か
ら
度
々
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
同
句

河
内き
旬、
岨凶
]
明
白
名
古
・
呂
田
二
∞
与
一
〉
「
〉
〈
-
E
S
E
-
ま
唱
明
白
E
3
・

-
8・
コ
-

(∞・

0
-Z
E
J円・3宮、
3
・

(
部
)
第
三
控
訴
裁
判
所
決
定
は
、
現
在
の
技
術
状
況
を
念
頭
に
お
い
て
判
断
し
て
い
る
。
技
術
が
進
め
ば
、
判
断
は
自
ず
か
ら
異
な
っ
て
こ
よ
う

(ミ
・同二
訟
)。

(
的
)
迂
回
二
手
・
第
三
控
訴
裁
判
所
決
定
に
お
い
て
も
、
「
そ
の
時
代
の
共
同
体
の
基
準
」
の
有
用
性
自
体
は
否
定
し
て
い
な
い
。
あ
く
ま
で
も
、
現

在
の
技
術
を
前
提
と
し
た
場
合
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
適
用
す
る
こ
と
が
不
適
切
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
(
ミ
・
民
E
C
)
。
ォ

コ
ナ
l
裁
判
官
に
よ
る

一
部
同
意
・

一
部
反
対
意
見
も
、
リ
ア
ル
ス
ペ
ー
ス
と
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
両
者
に
は
、
地
理
的
場
所
と
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
二
つ

の
点
に
大
き
な
特
徴
の
相
違
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
B
S
G
R
U
M
-
C
め
・
民
認
申
)
。

(
卯

)

斗

F
o
g
g
判
決
で
既
に
論
じ
ら
れ
て
い
た
論
点
で
あ
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れ
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す
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②
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叙
述
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友
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①
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③
表
現
を
制
作
す
る
の
に
生
身
の
大
人
を
使
用
し
た
こ
と
を
立
証
で
き

な
い
配
布
者
、
に
適
用
さ
れ
る
場
合
、
積
極
的
防
御
条
項
が
機
能
し
な
い
と
主
張
し
て
い
た
(
〉
の
口
三
回
口
氏
暗言
、
S
S
R
-
2・
白
玉
岨
コ
ム
∞)
。

(印
)

M

1
E

旬
、
ミ
同
h
、同
町内

rnob~む
芯
P
H
唱
∞
出
凶
己
包
-
。
唱
。
・

(
悶
)
町
民
・
白
ニ
。
ョ
'
Z
2

(山)句吋向
込
町〉
品凶∞

C-
∞
・斗A
FB

斗(-喧∞
N
)
・

(
郎
)
反
対
意
見
は

P
Z
5
判
決
に
お
け
る
傍
論
か
ら
導
き
出
さ
れ
て
い
る
議
論
で
あ
っ
て
、

P
F
0
5
判
決
に
あ
っ
て
も
、
憲
法
上
の
規
制
範
囲
を

考
え
る
際
に
は
、
生
身
の
子
ど
も
の
保
護
を
重
点
に
お
い
て
考
え
て
い
た
は
ず
だ
と
法
廷
意
見
は
反
論
し
て
い
る
(
豆
町
手
足

ぜ
同町内

p
n22a

た《

vs・
-
混
同
り
・
凶
仏
国
ニ
。
唱
品
・ロ斗
)。

(国
)
h
R
O与
O
B
m
〈

-
O
F
戸
主
u
d
-
∞
--op---(-30)・
反
対
意
見
は
、
政
府
と
同
様
に
(
〉
の
「
弓
∞
回
日
戸
匂
ミ
ミ
ロ
O門

zo--
良
子
同
)
、
生
身
の
子

ど
も
を
被
写
体
と
す
る
表
現
で
あ
っ
て
も
、
バ
ー
チ
ャ
ル
な
表
現
で
あ
っ
て
も
、
表
現
の
二
次
的
影
響
が
同
様
に
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
規
制

が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
が
、
法
廷
意
見
は
、
「
未
成
年
の
よ
う
に
み
え
る
大
人
を
子
ど
も
の
代
わ
り
に
、
明
ら
か
に
性
的
な
芸
術
や
フ
ィ
ル
ム
に

よ
る
描
写

・
叙
述
に
お
い
て
、
用
い
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
」
と
解
さ
れ
る
忠
号
q
判
決
の
趣
旨
に
反
す
る
と
主
張
す
る
(
-
混
同
り・
旨
回
二

S
S
。

ま
た
、
反
対
意
見
が
主
張
す
る
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
チ
ヤ
イ
ル
ド
ポ
ル
ノ
規
制
と
二
次
的
影
響
と
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
に
つ
い
て

も
疑
問
を
呈
す
る
(
呂
町
、
之
内
ぜ
同
町
内

r
n
s
E
S岨
右
∞
司
包
白
ニ

03)
。

(山

)
h
a
o
h守
口
ヨ

F
品甲山山口
・臼・白
ニ
-
0
・

jヒ1去55(3・168)1074



出トCH(品川VH・門)白白川明石廿

(
告
)
T
h
e
 F
r
e
e
 S
p
e
e
c
h
 Coalition

，
 198 F.3d at 

1098-1099
.
 

(
雪
)
See F
e
r
b
er
，
 45
8
 U.S. 756-757; O

s
b
o
m
e
，
 49
5
 U.S. at 
110 

(
吉
)
“great( er) leeway" G

 *係
厚
手
当
'
日

rber
客
様

144ヰ
エ
ν
屋l
~
~
&

与二
時
(4
5
8
 U
.
S
.
 
at 
7
5
6
)。

(5
)
 See F
e
r
b
er，
 
4
5
8
 U
.S. 
at 7
5
6
.
 

(
さ
)
T
h
e
 F
r
e
e
 S
p
e
e
c
h
 Coalition

，
 198 F.3d at 

1099-1100 

(呂
)
Id.
 at 
1100
.
 

(
さ
)
Id
.
 at 
1100-110

1. 

(
吉
)
See F
e
rb
e
r
，
 45
8
 U.S. at 7
5
6
-764; O
s
b
o
n
e
，
 49
5
 U.S. at 
108-111 

(
吉
)
T
h
e
 F
r
e
e
 S
p
e
e
ch Coalition

，
 198 F
.3
d
 at 
110
1. 

(
告
)
See O
s
b
o
r
n
e
，
 
4
9
5
 U.S. at 
112
.
 

(
空
)
104 S
.
 
Rep. 3
5
8
 (1
996) 

(
言
)
T
h
e
 F
r
e
e
 S
p
e
e
c
h
 Coalition

，
 198 F.3d at 

1101-1102. 

(
室
)
Id. 
at 
1102. 

(
三
)
魁
蛍
割
以
や

エ
ν

士主'
刑
制
民
.
.
>
J
:
レ
ペ
ト
Q
~
入
)
t
-
'
~
~
型
エ
ム
)
-
.
J
ν
エ
伶

(Id
.at 
1102
)。

(
宝
)
U
口
市
d
States v. 
P
e
訂
1，
89
F. 
Supp. 2
d
 1237 (N. D. U

t. 
2000). 

(
宝
)
Id. 
at 
1239. 

(
ヨ
)
United States v

.
 Hilton
，
 167 F
.
 
3
d
 61 
(1st Ci
r. 
1999)
，
 cert.denied

，
 52
8
 U
.S
.
 84
4
 (1
999). #

:
t
!
:
や
~
'
18 U
.
S
.C. ~2252 (

A
)
為
報
{
慢
が
時

Tト
←
、
ャ
士
ミ
:ι1寺士ミ
¥
G
(
週ト:g)

ト
益
拡
Z
h
E
服
.
.
>
J
や
や
~
O
刑
者
全
製
紙
(999 F. 
Supp. 131 

(D. M
e
.
 1998)
)
 さ，

~
*
わ
<
G
用
組
~
足
主
目
'

主
~
~
蛍

説
会

j隈
1但
よ
)
-
.
J
ν
寺
町
悩
総
{
W
~
刑

制民
..>J-.J {.! 

0
 

(
宝
)
Id. at 7
1. 

(
宝
)
Pearl，
 89 F. 
Supp. 2
d
 at 
124
3
 

(
宝
)
Hilton
，
 167 F
.
 
3
d
 at 
7
5
.
 

(
宝
)
Pearl，
 89 F. 
Supp. 2
d
 at 
1243
，
 1246. 

(的)缶也

e
副HM刑判代lv、κlvヘ」、中



phO円(ch円・的)目白川和』一川

(宝
)
Id
.
 
at 
1243
，
 1246. 

(言
)
Hilton
，
 167 F. 
3
d
 at 
76; Pearl

，
 89 F. 
Supp. 2
d
 at 
1246 

(
~
)
 
Id.
 
at 
1244
，
1246. 

(
呂
)
Patterson v. 

N
e
w
 Y
o
r
k
，
 
4
3
2
 U.S. 197 (1

977). 

(呂
)
Pearl
，
 89 F. 
Supp. 2
d
 at 
1246-1247. 

(
吾
)
A
C
L
U
'
 s
 Brief，
 supra note 101. 

(自
)
Pearl
，
 89 F. 
S
u
p
p
目2
d
at 
1244
，
 1245

司1246.

(吉
)
O
s
b
o
r
n
e
，
 49
5
 U.
S. 
at 
110-11
1. 

(
~
)
 
Hilton
，
 167 F. 
3
d
 at 7
3
，
 quoting O
s
b
o
r
n
e
，
 49
5
 U
.S. 
at 
110 

(
芭
)
1
1
0
0
 川
崎
gj
m::
1
 -1(巴，

~
割
程
阪
神
E
縦
士
主
C
P
P
A
G
'
矧
悩
草
壁
掛
剰
刺
艇
よ
J.--J
~

O 
http://case1aw

.lp
.findlaw.co

m
Jscript
s/getcase.p1

ワ
ー

court=US&vol=000&invol=00-795&friend=nytimes 
(last 
visited 
A
p
r
 1
，
 2004). 
See A
C
L
U
 Press 
Release: 
04-16-02-

S
u
p
r
e
m
e
 Court 

Strikes D
o
w
n
 Another Att

巴m
p
t
b
y
 Congress to Restrict Free Speech

，
 available at http://archiv

巴
.ac1
u
.org/news/2002/n041602a.html

(last 

visited 
A
p
r
 
1 ，
 2004); 

Linda 
G
r
e
巴nhouse
，
'Virtual' 

Child 
P
o
r
n
o
g
r
a
p
h
y
 
B
a
n
 
Overturned 

available 
at
，
 http://www. 

nytimes.co
m
J2002/04/17/national

/1
7
P
O
R
N
.
h
t
m
l
 
(l
ast 
visited 
A
p
r
 1，
 2004); 
John Schwart

z
，
 Reaction 

to 
a
 Contro
νersial 
Decision Is 

Passionate ，αν
ailable
α
t
 http://www.nytimes.co

m
J2002/04

/1
7/national

/1
7
C
H
I
L.
htm1
(l
ast visited A

p
r
 1，
 2004) 

(
芭
)
選
糧
事
穏
や
時
t
{
"
Ashcroft v

.
 
T
he Free Speech Coalition

，
 535 U.S. 2
3
4
 (2002)
;
 
United States v. 

Pearl
，
 89 F. 
S
upp. 2
d
 1237 (D. Utah 

2003)
，3
2
4
 F. 
3d 1210 (1

0th Cir. 
2003)
排
当
'
長
jiEliν
ま手話-.J{.!

;
 0
 

(
言
)
事
窓
・
朴
帯
電

E244
思
~
(
\
エ
ν
~
'

纏
わ
〈
早
出
ヨ
ヨ
世
岨
~
(
1
1
0
0
1
1
社
長
m
:
:
1
1
1
0
m
)
w
 1
 (¥ 
G'凶~oS:'よJ.--Jν

エ
々
。
時

J与
之
~
盤
G
'
菰
.
@
:
~

。ェ
ν
士重，

5ミ
記
事
~
ν
P
恒
常
ν
~
お
.
-
-
J
~
エ
心
情

Fペ
ド
エ
心

。
IJ

G'.I[]~w')J
紙

52
エ
~
~
判
)
{
.
!
エ

。

経9;;; 
¥]
¥1
C
.
 

*
 *
健
さ
ず
俳
優
1
111
崎
一
樹
.

1
国
社

i脳
科
話

iit:f!件全
明
石
刻
件
慶
長
記
載可
爆
怠
4
l
ò
!
(
容
認
定
.
g
-
?
~
鰍
蛮
楓
~
吋
ト
Z
l
~
{
\
点
蛍
'
*
~
判
事
"
(
\
-
v
'
科
殺
害
制
収
朴

榊
桝
量
制
(
制
動
)
立
小
説
経
科
(
1
1
0
0
1
1
社
1
11
m:: 1
 1
 
同
巴
駁
1
I
ト
~
建
制

.--J~.，;JG'~時時
。
の
.
;
q
'
擦
幼
~
~
~
~
("¥ν
士
重
'
住
ト
蛍
1
-
1
く
社
側

わ
〈
稲
葉
糾
毛
明
石
主
正
作
自
主 t認
識
匝
鰹
苔
4
l
o
!
(
拠
昨
日
芸
品
民
間
)

斗
吋
ト
Z
l
~
.
g-?4長

岡
~G'
11
諸
制
醤
O
S
:
'
ベ
£
ν
エト。
。


